
川越田

大きさ (cm)
:Iご 色焼 調成 出土位四・残存率器種番号 胎 手 法 の 特 徴

ロ径 1底径 1器高

坪 27 13. 0 4. 6 A（多）CF（少） 淡褐色 体部外面箆削り、内面ナデ。口縁部横 Nnl12。完存。

3 ナデ。脱滅著しい。

坪 28 (12. 8) 4.8 ABCF 橙褐色 体部外而箆削り 、内面ナデ。口縁部横 No.257。2ん。

4 ナデ。麿滅箸しい。

坪 29 11. 2 4. 7 CF 橙褐色 体部外而箆削り後ナデ、内面ナデ。ロ 沌208。ほぽ完。

1 縁部横ナデ。

杯 30 13. 0 4.6 CF 橙褐色 体部外面箆削り、内面ナデ。口縁部横 N~254。 2ん。

1 ナデ。

坪 31 11. 3 4. 7 C 褐色 口縁部横ナデ。体部外面下位箆削り明 N~ 5。4ん。

1 瞭、上位ナデ。

坪 32 13. 8 6.2 CD 橙褐色 体部外面箆削り後ナデ。口縁部横ナデ。 N~402。完存。内面に楳付

1 →ILたi 。

坪 33 15. 4 6. 5 F （多） ABC 橙褐色 体部外面箆削り、内面ナデ。口縁部二 Nn344、カマド毅土。切。

2 工程の横ナデ。 ロ唇部沈線状くぼみ巡る。

坪 34 14 6 6. 7 F （多） ABC 赤茶掲 体部外面箆削り上位未調賂またはナ Nnl83、198、202他。ほぽ完。

色 l デ、内面ナデ。口縁部横ナデ。 体部内而一部黒灰色。

坪 35 15. 6 5.6 CDF 橙褐色 体部外面箆削 り、内面ナデ。口縁部横 No.123。完存。

1 ナデ。

坪 36 (12. 6) 3. 4 ACDF 褐色 体部外面箆削り上位ナデ、内面ナデ。 No.377。1ん。廟滅著しい。

4 口縁部横ナデ。 口唇部沈線状＜ぽみ巡る。

坪 37 14. 4 4. 0 A （多） BF 褐色 体部外面箆削り、内面ナデ。 口縁部横 Na113。ほぽ完。

3 ナデ。阻滅著しい。

坪 38 13. 4 4. 1 ABCDF 橙褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。脈滅 N~269。完存。

4 著しく調整不明瞭。

坪 39 12.4 5. 2 F （多） ABC 赤褐色 体部外面箆削り上位ナデ、内面ナデ。 Nn319。完存。

2 ロ縁部横ナデ。

坪 40 11. 8 5. 4 CF （多） AB 赤褐色 体部外面箆削り上位ナデ、内面ナデ。 N~378。ほぽ完。

D 2 口縁部横ナデ。

坪 41 11. 4 6.3 BCE 褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。脳滅 No.38。2ん。

1 著しい。

坪 42 (9.1) 4. 7 BCF 褐色 体部外面下位縁削り上位ナデ、内『iiナ N~382。叫。

2 デ。口縁部横ナデ。魁滅署しい。

項恵坪 43 (12. 0) (3. 7) DEF• 砂粒子 宵灰色 体部外面下位回転箆削り上位ロクロナ N~ 6、116。1ん。体部外面

1 デ。 口縁部ロクロナデ。 下位「 X」の箆記号あり。

蓋 44 (12. 3) (4. 4) DEF・砂粒子 青灰色 ロクロナデ。天井部外面回転箆削り。 N~81 。 l/4o

1 

士師 45 9. 5 5. 4 F （多）BC、 赤褐色 体部外面箆削り、内面はナデ。口縁部 N~339, 355、カマ ド製土。

小型壺 緻密 2 横ナデ。 伍。

小型壺 46 (9. 5) 6. 4 F （多） A（少） 橙褐色 体部外面箆削り上位削り残し有 り、 内 Na253。3ん。外面口縁～体

C 2 面ナデ。口縁部横ナデ。
1 
部に器表の刻落有り。

小型壺 47 9. 3 6.1 BC 橙褐色 体部外面箆削り上位未調賂、内面ナデ。 N~379。ほぽ完。口唇部を

3 ロ縁～体部内面横ナデ。内面赤褐色。 中心に瓶滅著しい。

高坪 48 (11.0) 8. 5 7. 0 F （多） AC 橙褐色 坪部外面箆削り、内面ナデ。口縁部横 No.375。3ん。 内而横ナデ範

3 ナデ。脚部横ナデ、内面上位はナデ。 囲は厖滅により不明瞭。

高坪 49 11. 4 7. 8 7.2 F （多） ABC褐色 坪部外面箆削り、内面ナデ。口縁部横 N~413。ピッ ト 1 湮土。ほ

2 ナデ。脚部横ナデ、内面上位はナデ。 ぽ完。廂滅調整不明瞭。

高杯 50 11. 7 8.8 7.6 F （多） AC 褐色 坪部内面ナデ外面箆削り後下位ナデ。 N~l 36。 4ん。内面橙褐色。

3 口縁横ナデ。脚部横ナデ内面上位ナデ。 賊滅により調賂痕不明瞭。

高坪 51 12.6 9. 6 7. 9 ACF 橙褐色 坪部外面箆削り、内面ナデ。口縁部横 No.403、405、1住貯穴。 4ん。

2 ナデ。脚部横ナデ、内面上位はナデ。 庫滅により調挫痕不明瞭。

高坪 52 10. 5 9.8 8.0 F （多） ABC 橙褐色 坪部外面箆削り後ナデ、内面ナデ。ロ N,.407。貯蔵穴。ほぽ完。

2 縁横ナデ。脚部横ナデ、内面上位ナデ。 三方スカジ。（楕円・台形）。

高 坪 53 11. 4 9.4 8.5 F （多） AC 橙褐色 坪部外面箆削り、内面ナデ。口縁横ナ N~78。ほぽ完。脳滅により

2 デ。脚部横ナデ、内面上位はナデ。 調賂痕不明瞭。
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方に 大きさ (cm)
器種番 胎

ロ径 I底径 1器商

土 焼色調成

高 叫 54kn. 5)¥ 8. g I 8. 6 ¥ F （多） AC I橙褐色

3 

高叫 55[ 17.1 [ 12.2 [ 10.2 JACDF 1橙褐色

4 

高刷 56I 17. g 102. o)J 9. g I AB  c F 1橙褐色

3 

高刷 57I 16. 5 I 11. 4 I 11. 0 ¥AB C F 1橙褐色

3 

高 坪I58 I 16, 9 I 10. 9 I 11, 2 IF （多） ABC 橙褐色

緻密。 2 

高珀 59I 15. 7 I 10. 9 I 12. 3 IF （多） ABC 橙褐色

3 

高珀 6011s.s111.6 I 12.1 IABCDEF I橙褐色

1 

高珀 61I 1?.6 I 12.s I 12.1 IF （多） AC、 橙褐色

緻密。 3 

高刷 62I 17.G I 11.9112.0 IF（多）BC（少）橙褐色

A 4 

壺 I63 I 21. 4 I l23.6JABCDEF 淡褐色

1 

壺 I64 I 14. 6 I I 19. 3 ABCDEF 橙褐色

1 

小型壺I65 I 14. 3 I I 19. 3 ABDEF 橙褐色

1 

小型壺I66 I 11. s I I 13. 1 ABCDEF• 茶褐色

微細粒子 1 

小型創 67I 11. 9 I I 1s. 1 ABF 橙褐色

1 

鉢 I68 I 10. s I I 10. 4 ABEF 掲色

2 

鉢 I69 I 13. 1 I I 10. 0 F （多） B(少）橙褐色

A、緻密。 3 

鉢 |70ic23. 4) (11. 8) ABC DEF 橙褐色

l 

小型甕I71 I 15. 4 (14. 5) AC D 橙褐色

2 

小型甕I72 I 13. 71 6. 4117. 0 IA BC （多） D 橙褐色

E （大粒） 3 

、」ヽ型創 73/cl9. o)I 1(13. 1) AC D E F • 3 橙褐色

~5 mm大小石 2 

魏 |74J 14_5J 7.3130.2 ABCDE 褐色

2 

甕 I75 I 11.2 I 6. s I 32. 7 ACDEF 褐色

2 

甕 I76 I 14. 4 I 8. 2 I 32. 6 IA BCD E 褐色

2 

甕 177117.21 5.7133.8 IABCDE 褐色

2 

甕 |78I 16. 71 6. 9133. 5 IA BCD E 1褐色

2 

甕 l79 |16.6| 7. 4| 34. 8 IA C D E 1褐色

2 

甕 |80I 16. 71 6. 0 134. 3 IA CD E 1褐色

2 

手 法の 特徴 出土位置・残存率

坪部外面箆削り上位末調撒。内面ナデ。覆士。2ん。口縁部 1ん。厖

口縁横ナデ。脚部横ナデ内面上位ナデ。滅著しく調整痕不明瞭。

坪部・柱状部外面箆削り後下位ナデ。 N.293。ほぽ完。既滅著 し

坪部内面ナデ。口縁部・裾部横ナデ。 ＜調整痕不明瞭。

坪部外面箆削り。口縁横ナデ。柱状部箆 N.343。4ん。柱状部内外面

削り後ナデ内面上位ナデ裾部横ナデ。 にヘラ痕あり。

坪部内面箆ナデ後口縁部横ナデ。柱状 N.400。ほぽ完。脚内面上

部外面箆削り後下位ナデ、内面箆削り。位指ナデ。

坪部外面箆削り後下位ナデ。柱状部外 N.380,381. 404、貯穴他。

面箆削り後下位ナデ、内面箆削り。 ほぽ完。脚内面上位ナデ。

坪部外面箆削り後ナデ、内面箆ナデ後 N.362、392、406、貯穴。ほ

ナデ。裾部横ナデ後柱状部内面箆削り。ぽ完。脳滅調整不明瞭。

坪部外面箆削り後ナデ内面箆ナデ後ナ N.102。4ん。

デ。柱状部内面箆削り後ナデ裾横ナデ。

柱状部外面箆削り後下位ナデ、内面上 N.256。ほぽ完。器内中央

位ナデ、中～下位箆削り後下位ナデ。 灰褐色。

杯部、柱状部外面箆削り後下位ナデ。 N.256、259。ほぽ完。口冠

柱状部内面箆削り後ナデ、上位はナデ。部の横ナデ痕明瞭。

胴部外面箆削り後ナデ、内面ナデ。口 N.55、61、66、70、242、244、

縁部横ナデ。 292、295、296、293、他。 1/2o

胴部外面箆削り後ナデ、内面箆ナデ。 氏300、301、302、317、325、

口縁部横ナデ。 326。惰。

胴部外面箆削り後ナデ。 口縁部横ナ N.401。2/3o

デ。

胴部外面上位ナデ下位箆削 り、内面ナ 1凡69。2ん。

デ。口縁部横ナデ。

胴部外面箆削り後ナデ。 口縁部横ナ |Ns324。ほぽ完。

デ。

胴部外面ナデ下位指押え、内面ナデ。 Nn346。4ん。底部は磨滅し

口縁部横ナデ。 底部箆削 り中央ナデ。 ている。

胴部外面ナデ、内面箆ナデ。口緑部横 Nn98。ほぽ完。

ナデ。底部箆削り。 底部は脳滅している。

胴部外面箆削り。口縁部横ナデ。 No.194。1ん。甑か。

ロ縁部横ナデ、胴・底部外面縁削り胴怜236、239。2180

部下位ナデ、内面箆ナデ後ナデ。

ロ縁部横ナデ。胴・底部外面箆削り胴 N.61、64、67、74、76、84

部下位ナデ、内面箆ナデ後ナデ。 87、89、90。2/%

ロ縁部横ナデ。胴部外面箆削り、内面 N.376、415。カマド覆土。

箆ナデ。 出。

ロ縁部横ナデ。胴部外面箆削り、内面 Nn297、305、307、313、31

箆ナデ。 下位に接合痕あ り。 4、315、316。ほぽ完。

口縁部横ナデ。胴部外面箆削り、内面 N.351、360、364。2/8o

下位箆ナデ。

ロ縁部横ナデ。胴部外面箆削り後ナ N.92,93、204、215、216、

デ、内面箆ナデ下位はナデ。 249、311、315。3ん。

口縁部横ナデ。胴 ・底部外面箆削り胴No.103。2/3o

部大半後ナデ、内面箆ナデ下位はナデ。

口縁部横ナデ。胴部外面箆削 り後ナデ、No.357~8、365、368~9、

内面箆ナデ。 412。カ マド覆土。ほぽ完。

ロ縁部横ナデ。胴部外面箆削り後ナデ、 N.292。ほぽ完。

内面箆ナデ。

口縁部横ナデ。胴部外面箆削り、内面 INo.166、350~1、361、393~4、
箆ナデ。 384、408。カマド覆士。 ’I3o
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大きさ (cm)器種番号□汀~I 胎 土 ¥HI手法 の特徴
出 土 位 慨 ・ 残 存 率

甕 81 16. 0 7. 0 37. 0 ABCDEF 茶褐色 1口縁部横ナデ。胴部外面箆削 り、内面 No.349。仇。

I 1 箆ナデ。

甕 82 20. 0 6.6 36. 9 ABCDE 茶褐色 口縁部横ナデ。胴部外面箆削り上位後 N~l81 、 345。 2/3o

1 ナデ、内面箆ナデ。底部外面ナデ。

甕 83 16.1 5. 2 36 5 ABCDE・ 粗 褐色 ロ縁部横ナデ。胴・底部外面箆削り後 N~106 。 2/3o

い砂粒 2 ナデ、内面箆ナデ。

甕 84 17. 6 (23. 5) ACDEF 褐色 口縁部横ナデ。胴部外面箆削り後ナ No.232、236、238、246、28

2 デ、内面箆ナデ。 5、314,3ん。

小型甕 85 11. 0 14.1 ABCDF 褐色 口縁部横ナデ。胴・底部外面箆削り胴 N~209、 221 、 225、 227、 229、

1 部下位後ナデ、内面ナデまたは箆ナデ。 230、233、234、354。2/3o

小型甕 86 11. 6 5. 6 13.6 ABCDE 橙褐色 口縁部横ナデ。胴部外面箆削り、内面 カマド内N~ 2。伍。

2 箆ナデ。

小型嬰 87 13 2 7.0 14. 8 ABCDE 橙褐色 口縁部横ナデ。胴・底部外面箆削り、 N~'l7、 - 85 、 -124、 130 、 160 、

3 内面箆ナデ。朋滅著しい。 174。3ん。

小型甕 88 11. 8 7. 8 18. 5 ABCDE 褐色 ロ縁部横ナデ。胴部外面箆削り後ナ N~262 。 切。

3 デ、内面箆ナデ。

甑 89 16. 5 6. 3 11. 5 ACF 橙褐色 口縁部横ナデ。胴部外面箆削り後ナデ、 N~245 、 290 。 1/2o

2 内面下位箆ナデ。

甑 90 23. 0 9. 4 29. 8 ABCDE• 砂 橙褐色 ロ縁部横ナデ。胴部外面箆削り、内面 No278、279、288、290、29

粒子 2 箆ナデ。 2。ほぽ完。

甑 91 25. 5 8. 7 29.6 ABCDE 橙褐色 ロ縁部軽い横ナデ。胴部外面箆削り後 N~260 、 261 、 ,262。 カマド

1 ナデ。内面箆ナデ。 艇土。ほぽ完。

甑 92 24. 6 14.2 29.1 ACEF 橙褐色 口縁部横ナデ。胴部外面箆削 り後ナ N~82 、 220 、 243 、 244 、 251

2 デ。内而輪栢み痕明瞭。 岳。

甑 93 23.4 8. 3 30. 9 ABCDEF 褐色 口縁部横ナデ。胴部外面箆削 り、 内面 N,279、291、284、28931，3 

2 箆ナデ、 下位木口状工具によるナデ。 ぽ完。内面暗褐色。

2号1主居跡（第193図）

6M • 7M区を中心に位置する。 3号住居跡と重複し、 2号住居跡が古い。 4X3. 4mの隅丸方

形プ ランを呈するものと考えられる。 深さは約 4~10cmと非常に浅く、床面はほぽ平坦である。

主軸方位はN-25°-Wを指す。

カマ ドは北壁の中央部に付設され、現状では壁外の掘り込みは確認されない。袖部は地山を掘り

残して構築されている。柱穴、貯蔵穴等の施設は検出されなかった。

出土遺物は少なく、図示した 1 • 2の杯ぱカマ ド東側の床面からやや浮いた位雌より出土した。

その他には土師器疵・壺．甑、須恵器甕の細片が出土している。

2号住居跡出土遺物（第194図）

大きさ (cm) 色調
器種番号 胎 土 手法の特徴 出土位 筐・残存率

ロ径 1底径 1器高 焼成

土師坪 1 I 15. 6 I , I (3. 4)1 AB C 赤褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。外面N,.1。8ん。

1 に3条の沈線状痕跡がめぐる。

坪 2 1(10.4)1 I (3.6)IABCDEF 赤褐色 体部外面下位箆削り、 上位未調挫。口 N~4 。 1ん。

1 縁部横ナデ。
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三 戸 ロニ~2 〇 10cm 

第194図 2号住居跡出土追物

3号住居跡（第195• 196図）

7M • 8M区中心に位置 する。 1• 2号住居跡を切って構築されるが、 4号住居跡との遺構相互
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の切り合い関係はとらえられなかった。規模は東西辺4.85m、南北辺は 4.9m残存し、 床面までの

深さ20cmを測る。平面形態は方形を呈するものと推定される。主軸方位はN-19°-Wを指す。

カマドは北壁の東壁寄りに付設され、煙道は壁外へ約 1.2m延びる。焚口部を斜めに横断する溝

のため、袖部は破壊され、その遺存状態は著しく 悪い。ビットは 2本検出されたが位置的に主柱穴

とは考えられない。また貯蔵穴、壁溝等の施設も発見されなかった。遺物はカマド周辺からの出土

が多く、また16の壺、 17の甕ではかなり広範囲の接合関係が認められる。

v̀ y
 

E
0
6
8
9
'
<
/
 

B 68.90m B' 

1. 1，＇（灰福色土砂質枯土

2. llil灰掲色土焼土プロック（少）

2'.)I名灰褐色土 焼土（微砒）

3.暗灰褐色土焼土プロック（多）

4.焦掲色土

5.筑灰掲色土焼土主体

゜
1m 

第196図 3号住居跡カマド

ロニこ／

口
ロ □□
ロ：ロ

ロ
ロ

ロ
□
 

゜
10cm 

第197図 3号住居跡出土造物(1)
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n

1
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 ＿

）

 

14 

゜
10cm 

第198図 3号住居跡出土追物（2)

3号住居跡出土遺物 （第197• 198図）

番
大きさ (cm)

土 ＼焼色 調成 出 土 位 置 ・ 残 存 率器稲号 胎 手 法 の 特 徴
ロ径 l底径 1器高

土師坪 1 14. 2 4. 3 ABCE 褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ、外面 N紅2 、 81 、 83 、 4 住N~31 。

2 枠状工具による 2条の沈線， . 2ん。

坪 2 (14. 4) (4 0) ABCE 淡褐色 体部外面箆削り。 口縁部横ナデ、棒状 N~74。 切。

1 工具による段。

坪 3 12. 8 (4. 3) ABC 茶褐色 体部外面筏削り。口縁部横ナデ。 N~89。沼。

2 | 
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号1大きさ (cm)

器種 番 ロ径 1底径 1器高 胎
土 I焼色 調成 手 法 の 特 徴 出土位置 ・残存率

坪 4 12. 2 3. 7 ABCF 橙褐色 体部外面下位箆削り、上位未調賂。ロ N~75。ほぽ完。

2 縁部横ナデ。

坪 5 11. 6 5. 0 ABCDEF 橙褐色 体部外面未調撒、内面箆ナデ。口縁横 N~64。ほぽ完。

3 ナデ。底部外面に木葉痕。

坪 6 10.8 5. 45 ABCDEF 橙褐色 体部外面箆削り後ナデ、内面箆ナデ後 カマド内No.4。ほぽ完。

2 ナデ。 口縁部横ナデ。底部外面木葉痕。

坪 7 10. 8 (5. 3) ABCF 橙褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。 N~15。%。

3 

坪 8 11.8 4. 35 ABCDEF 赤褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。 Na 6。4ん。

1 

鉢 ， (13. 8) (5. 4) 6. 6 C （少） ABD褐色 体部外面未調整。口縁部横ナデ。 Nn54。’I3o

F 2 

坪 10 15. 2 5. 85 ABCDEF 茶褐色 体部外面箆削り、内面箆ナデ後ナデ。 N~41。ほぽ完。

1 ロ縁部横ナデ。

甑 11 14.6 10. 6 ABCEF 橙褐色 胴部外面箆削り、内面箆ナデ。口縁部 N~l9、 20。ほぽ完。

1 横ナデ。底部を箆で切断する。

小型甕 12 15. 2 13. 9 ABCDEF 橙褐色 胴部外面箆削り 、内面箆ナデ。口縁部 No.18、カマドN~ 2、6認／3o

横ナデ。底部外面ワラ状圧痕。

小型甕 13 15. 6 10.2 ABCDEF 橙褐色 胴部外面箆削り、内面箆ナデ。口縁部 N~69。ほぽ完。

1 横ナデ。

小型壺 14 12. 4 13. 2 ABCDEF 橙褐色 胴部外面箆削り後ナデ、内面箆ナデ。 N遥5、3区。 2ん。

1 口縁部横ナデ。

小型壺 15 (11. 6) (7. 3) ABCDF 橙褐色 胴部外面箆削り後ナデ、内面箆ナデ。 N~21 、 22、 25、 1 区、 2 区

2 口縁部横ナデ。 1/% 

壺 16 (16 8) 26.1 ABCDEF 褐色 口縁部横ナデ後、胴部外面縦箆削り後 N~37 、 33 、 39 、 40、 68、 70

1 中位のみ横箆削り、内面箆ナデ。 71、75、84、97、102。伍。

迎 17 (17. 6) 26. 6 ABCDEF 褐色 胴部外面箆削り 、内面箆ナデ。口緑部 No.10、31、43、49、50、52

2 横ナデ。 53 、 63他。 4 号住N~S3。 3ん。

甕 18 (20. 0) (17.2) ABCDEF 橙褐色 口縁部横ナデ後、胴部外面箆削り、内 N~44 、 63 、 21 、 30、 98、カ

1 面箆ナデ。 マドN,.2、 5。%。

4号住居跡 （第199図・ 200図）

8 L • SM区に位置し、五領期の 5号住居跡を切って構築されている。また北壁から西壁にかけ

ては 3号住居跡と重複するが、その新旧関係については明瞭に把握できなかった。規模は東西 5m

南北4.66mを測り、方形の平面形態をとるものと考えられる。深さは南西コーナー付近で 24cmを

測る。床面はやや凹凸をもつ。主軸方位は E-5°— S を指す。

カマドは東壁中央から僅かに南に寄った位置に付設され、煙道部は壁外にl.lm 延びる。袖部は

粘質土を用いて構築され、燃焼部底面は床面を僅かに掘り凹めている。また、カマド北側にピット

が一部重複 して 2本検出 された。 Eが25cm、P2が35cmの深さをもつが、他にピット が確認されて

いないため、主柱穴か否かは即断できない。貯蔵穴、壁溝は確認できなかった。

出土遺物は少なく、そのほとんどが床面よりも浮いた位置で出土している。図示 した 1 • 2の杯

と4の甑もその例である。また、甑は南西隅付近と北東隅の破片が接合した。 3の甕はカマド左側

のP1の覆土からの出土である。
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第199図 4号住居跡

4号住居跡出土遺物 （第201図）

大きさ (cm)
土 焼色調成 出土 位四・残存率器種番号 胎 手 法 の 特 徴

ロ径 1底径 1器高

土師坪 1 (13. 6) (3. 6) ABC 淡褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ、外面 凡。 41。%。

1 に棒状工具による段。

坪 2 12. 2 4.6 ABCDF 褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。 N~29、 55。い。

3 

甕 3 (17. 5) 10. 8 ABDF 茶褐色 胴部外面箆削り、内面箆ナデ。口縁部 Nn57。ピッ ト1覆土。口縁

1 横ナデ。 部出。

甑 4 (9. 2) (lo. 6) ABC 橙褐色 胴部外面箆削 り、 内面箆ナデ。 No.40、47、48、50、51、52。

1 1ん。
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1.暗灰掲色土

2.質灰掲色土焼土粒混在

3.灰掲色土 焼士（多）

4.暗灰色土 砂質

5.淡灰色土 粘骰

6.暗灰掲色土粘質、焼土含

7.痰灰色土

8.焼土

9.暗灰掲色土粘質

゜
1m 

第200図 4号住居跡カマド

： ロニ三 ¥

3

 

l

、丁

゜
10cm 

第201図 4号住居跡出土追物
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5号住居跡（第203図）

8 L • 9 L区中心に位置し、 4• 7 • 9号の各住居跡と

重複するが何れよりも古い。南北4.5m、東西は 4.15mが

残存し、やや不整な方形フ゜ランを呈すると推定される。主

軸方位は南辺に直交すると仮定すればN-22°―Eを指す。

床面は平坦で東半に焼土が堆積する。ピッ ト4本は住居

跡に伴うか否かは不明。炉・貯蔵穴も検出されなかった。 ゜
10cm 

第202図 5号住居跡出土遺物

5号住居跡出土遺物 （第202図）

大きさ (cm) 色調

器種 番号 I I 胎 土 手法 の特徴 出土位四・残存率
ロ径底径器高 焼成

鉢 1 102. 4)1 I (6, 3)1 AB D 淡褐色 胴部外面上位粗いハケ目後ナデ。 内面 2区慨土。 lん。

2 平滑。口縁部横ナデ。

器台 2I I I (3. 6)1 F （少） AB C 赤褐色下段に 4 孔上段残存部に 1 孔あり。脚 N~ 7、4。lん。

1 外面箆朋き。内面上位箆削り下位ナデ。

◎
 

9号住

＼
 

g
 

8号住
E

O
O
.
6
9

CO 

7号住

＼
〇

A 68.90m A’ 

゜
2m 

第203図 5号住居跡
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6号住居跡（第204図）

9M区を中心に位置する。 7号住居跡及び11号士城と重複するが、 6号住居跡が古い。南壁～西

壁部は調査区外にかかるために全体の規模は明らかにできないが、東西 3.4m、南北 2.9m残存す

る。平面形態は方形を呈するものと推定され、深さは北壁部で 22cmを測る。床面はほぽ平坦であ

る。主軸方位はN-76°―Eを指す。炉．柱穴等の付属施設は明確には検出されなかった。

出土遣物には壺・甕・鉢・高坪（脚付椀）等があるが、その殆どは床面より高い位懺で検出され

ており、二次的に投棄されたものと考えられる。

6号住居跡出土遺物（第205図）

大きさ (cm)

士 焼色調成I 出 土位置・残存率器種番号 胎 手 法 の 特 徴
ロ径！底径 1器高

土師甕 1 15. 2 16.8 ABCDEF 茶褐色 胴部外面箆削り後ハケ目、内面ノヽケ目 N~59。 3ん。 底部中央がやや

1 後箆削り。口縁部ハヶ目後横ナデ。 ＜ぽみ、輪台状。

小型壺 2 11. 4 10. 5 ABC 赤褐色 胴部外面箆削り、後上位ナデ後下位箆 N~l2 • 62他。伍。口縁部指

1 磨ぎ。内面上下位箆削り、下位後ナデ。 ナデ。底部外面＜ぽむ。

高 坪 3 7. 7 ABCDE 橙褐色 体部外面上位ナデ。下位箆削り。内面 Na11。胴部8ん。底部外面に

2 下位箆削り後、全体にナデ。 指頭によるナデ。

鉢 4 7. 9 3.2 6. 0 ABCDE・砂 褐色 口縁部内面ハケ目後、内外横ナデ。後 No.62。ほぽ完o 底部外面中

粒 2 に体部外面、部分的にナデ消すノヽケ目。 央くぽむ。
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第204図 6号住居跡
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第205図 6号住居跡出土遣物

土 色焼調成 出土位置・残存率
大きさ (cm)

器 種番号ロ径 1 底径 1器高 胎
手 法 の 特 徴

盆＝ 5 (22. 0) 4. 8 ABDE・砂粒 茶褐色 口縁部ハケ目後横ナデ、 2本単位の棒 No.49。%。

1 状浮文、内面と口頸部ハケ目後ナデ。

甕 6 (16. 2) 6. 7 27. 6 DE （少） AB 茶褐色 胴部外面箆削り後ナデ。内面箆ナデ。 凡． 1、2、4、5、7、8

C 1 口縁部横ナデ。 底部外面箆削り。 22、他。 3ん。

甕 7 17. 4 13. 4 ABCDE・ 砂 茶褐色 胴部外面箆削り後ナデ。口緑部横ナデ。 N~41 、 43 、 45 、 46、 47、

粒 1 胴部内面に接合痕を顕著に残す。 57。口緑部1ん。胴部1乃。

s字甕 8 13. 0 12. 3 ABCDE 褐色 口縁部横ナデ後、胴部外面箆削り。内 No. 6、7、16、18、19、20

2 面箆ナデ。口縁部は S字甕の崩れた形。 62。胴部3ん。

7号住居跡 （第206図）

9 L. 10L区を中心に位置する。 4軒と重複関係をもち、 5 • 6 • 9号住居跡よりも新しく、 8

号住居跡よりも古い。また南壁部は調査区外にかかるため全体規模は不明であるが、東西長は 5.9
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mを測り、南北は 4.4mが確認できる。平面形態は方形を呈するものと推定され、深さは東壁部で

18cm前後である。主軸方位はN-33°―Eを指す。床面はやや起伏をもち一定しないが、焼土の堆

積が 3ヶ所認められた。壁溝は西壁北寄りを除く他の部分て検出され、深さ 4~15cmを測る。

出土遣物は住居東半に多く、図示した 6・ 7・9・10は東壁直下の周溝上にまと まって 出 土し

た。

7号住居跡出土遺物（第207図）

大きさ (cm)
土 焼色聞成 出 土位置・残存率器稲番号 胎 手 法 の 特 徴

ロ径 l底径 l器高

土師坪 1 13. 4 4. 0 ACDEF 橙褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。 N~23 、 24 、 25、 26、 29 、 32。

1 2ん。

坪 2 13. 9 3. 2 ACDEF 荼褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ、 2条 Nu36、35、42、1区。 2ん。

1 の沈線状痕跡あり。

坪 3 13. 7 4. 4 ACDEF 赤褐色 体部外面箆削り。 口縁部横ナデ。 N~28、 30、 31 。 4ん。

1 

坪 4 (13. 2) (3. 5) ACDEF 橙褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。 1区覆士。 1ん。

3 

¥ 8号住

惰 l

o2 

A' 

□
 

A 69.00rn 
A' 

冒
゜

2m 

第206図 7号住居跡

-240-



川越田

□三二」
□`／ 

一

ロ
ロニ

］
 

J
 

「

1

・' 

＼
 ¥

¥

 

¥

¥

 

＼

＼

 

＼
 

＼
 

]

-
7
-
-
,
 

O・ 10cm 

第207図 7号住居跡出土造物

.E! らr 大きさ (cm)
胎 色焼調成 出土 位臨・残存率器種番 土 手 法 の 特 徴

ロ径 1底径 1器高

坪 5 (15. 8) (3. 8) ACDEF・小 茶褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。 N~l6。 2ん。

石 3 

鉢型甑 6 16.2 孔径 9. 9 ACDEF 茶褐色 胴部外面上位ナデ、下位箆削り、内面 N~ 7。完存。

2.8 2 箆ナデ。口縁部横ナテ遠孔端内面ナデ。 9

甑 7 (23. 0) (26. 0) D （多） ACF 褐色 胴部外面箆削り、内面箆ナデ。口縁部 No. 2、 3、 9、21。3ん。

3 mm大小石 2 横ナデ。

鉢 8 15. 0 6. 3 11. 0 ACDEF 茶褐色 胴部外面箆削り後ナデ。内面箆ナデ。 N~52。 ’I5o

2 底部外面ナデ。

鉢 ， (11. 9) 6. 7 11. 8 ACDEF 茶褐色 胴部外面箆削り。口縁部横ナデ。 N~ 1。4ん。

3 

嬰 10 18. 7 6. 9 31. 6 ABCDEF 茶褐色 胴部外面箆削り後ナデ、内面箆ナデ。 No. 6。伍。

1 底部外面箆削 り後、周辺に粘土が付滸。
-1 
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8号住居跡（第208• 209図）
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B ． ］．茶褐色土（淡い灰色を帯ぴる）

2.黄灰褐色土

3.灰褐色土（粘質）

4.灰褐色土

5.淡灰紐色土（煎褐色土混在）

6.灰掲色土（焼土・痰褐色土混在）

7.？講色土（灰色を帯ぴる）

冒ょ：：掲色土
16 亨 8,灰掲色土（焼土・炭化物混在）

B' 

B 

゜
2m 

第208図 8号住居跡
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9K区 を中 心に 位置し、重複する 7 • 9 • 21号住居跡の何 れよりも新しい。東西5.92m、南北 で

5.82mの方形プランを呈するが、各辺はやや外に膨む傾向にある。深さは南壁で 30cm を測る。床

面はやや起伏があり、 北 東コーナ ー付近に焼土の堆積が確認された。主軸方位N-10°―Eを指す。

カマドは北壁東寄り に付 設さ れ、 煙道 部は 壁外 に1.4m延びる。袖部は遺存状態が悪く不明瞭。

出土遣物は第210図 1~3 • 5~7が床面付近から出土した。その他、 北 壁及び東壁直下 の 床 面

より紡錘車（第271図17• 18) が 2点検出 されている。

と
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旦 一旦'
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ロ巳冒
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＇ I .g- 一旦＇．
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冒
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1.黄灰掲色土

2.淡褐色土（焼土多盟含）

3.黄灰掲色土（砂質土）

4.焼土

5 黒掲色土（灰屈）

6.淡灰褐色土

7.暗黄褐色土 E 

゜
1m 

`J  
8.暗黄掲色土（焼土含）

息9 黙掲色土

第209図 8号住居跡カマド

8号住居跡出土遺物 （第210図）

大きさ (cm)
土 焼色調成 出士位置 ・残存率器種番号 胎 手 法 の 特 徴

ロ径 1底径 1器高

士師坪 1 12. 8 5. 1 ABCF 橙褐色 体部外面箆削り。内面箆ナデ。 口縁部 Na 2。2ん。

3 横ナデ。屈滅により不明瞭。

坪 2 12. 7 4.5 ABCF 橙褐色 体部外面箆削り後ナデ。口縁部横ナ No.20。い。

2 ァ-・。

坪 3 13.5 4. 6 ABCF 橙褐色 体部外面箆削り後ナデ。口縁部横ナ N~43 。 3ん。

2 ァ-・。

坪 4 (13. 0) (4. 8) ABCF 橙褐色 体部外面箆削り。口緑部段を持つ横ナ No.81。%。

2 デ。

坪 5 (14. 2) (4. 5) ABCF 茶褐色 体部外而箆削り。上位末調整。口縁部 N~21。凶。

2 横ナデ。

甑 6 27. 5 (13. 5) ABCDEF 橙褐色 口縁部横ナデの後、胴部外面箆削り後 N~ 9、76、77、10。口縁部

2 ナデ。 凶。胴部辺。

甕 7 19. 5 21. 4 ACEF・砂粒 橙褐色 口縁部樅ナデの後、胴部外面箆削り後 カマドN,3。5号住 1区。

2 ナデ。 2ん。
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第210図 8号住居跡出土造物

9号住居跡（第211図）

8 K • 8 L区周辺に位置し、 4軒の住居跡と重複する。 5• 21号住居跡よりも新しく、 7・ 8号

住居跡に切られる。このため南壁と東壁部の殆どは残存しない。また21号住居跡と床面レベルが同

じであり、東壁北寄りの立ち上がりは不明瞭だった。東西 3m前後、南北5.18+amの長方形プラ

ンと推定され、西壁部における深さは約 15cmを測る。カマドは 8号住居跡に破壊されたものと考

えられ残存しない。主軸方位は E-23°— S を指す。出土遺物は小片が多く、図示できるものはな

し‘o

10号住居跡（第212• 213図）

7 J. 8 J. 8k区中心に位置する。 20号・ 21号住居跡と重複するが、両住居跡を切って構築さ

れている。規模は東西6.16m、南北3.86m、床面までの深さ 30cm前後を測り、やや不整な長方形

プランを呈する。床面は小さな凹凸が顕著に認められ一定せず、壁の立ち上がり角度は垂直に近

ぃ。主軸方位はN-71°—E を指す。

カマドは短辺である東壁の北寄りの位置に付設され、煙道は壁外に約1.5m延びる。燃焼部は床

面下に約10cm掘り込まれ、その中央部には長さ15cm程の角柱状の礫が 2個並立した状態で残され

ていた。石製支脚とも考えられるが 2個設置するのは不自然である。袖部粘土もかなり崩れてお

り、遺存状態は悪い。柱穴・貯蔵穴等の付属施設は検出されなかった。

出土遺物はカマド周辺と西壁付近に多いが、その殆どが床面より浮いた位置であり、住居跡に直

接伴う遺物とは考えられない。須恵器聰（第214図1) もやはり床面より約14cm浮いて出土し、床

面に接して出土したのは 214図8の杯があげられるのみである。その他炭化材が 3本検出された。
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I.明掲色土粘質、焼土（少）

!'.明褐色土焼土（多）

2.焼土 焼土プロック（多）

2＇．焼土 焼土と褐色粘質土混在

3.灰掲色土焼土粒（微籠）

4.焼土 焼土粒斑点状に含

5.焼土 プロック状に赤変

6.褐色土 焼土含

7.明掲色土砂質粘土

8.暗褐色土粘性（やや弱）、焼土粒含

9.灰褐色土焼土含

ロ 冒冒疇麟冒冒“
〇 2m 

第211図 9 • 21号住居跡、 21号住居跡カマ ド
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21号住

。
I.暗灰褐色土 黒掲色土若干混在

2.暗灰黄掲色土砂毀

3.灰黄掲色土 粘質

4.暗灰黄掲色土粘質

5.暗灰黄褐色土焼土（多）

6.暗灰黄褐色土炭化物粒（多）

7.暗灰黄褐色土焼土粒（多）

8.暗灰掲色土 焼土炭化粒（少）

9.カマド袖部

IO.焼土

B-9
 

L____________ 13 8' 

3 

2m 

第212図 10号住居跡

-246-



川越田

ò
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!1 
］．灰掲色土焼土（多） 7.灰褐色土焼土粒（多）

2.灰掲色土焼土粒、炭化拉（少） 8.灰掲色土粘買、焼土（微渥）

一旦'. 3.焼土焼土主体、炭化粒下面に t.暗灰掲色土粘竹焼土（微祉）

堆積 9.灰掲色土焼土粒子、プロック

4.黒灰掲色土焼土粒（少）、粘牧 斑点状に含

5.焼土焼土プロック主体 10.福色土粘牧

6.明謁色土粘牧

゜
1m 

第213図 10号住居跡カマド

10号住居跡出土遣物（第214図）
. 

土 焼色調成I 出 土 位悩・残存率
大きさ (cm)

器種番号 ロ径 1底径 1器高 胎
手 法 の 特 徴

須恵聡 1 (6. 8) DEF 青灰色 ロクロナデ。胴部外面下位箆削り。 N~30。体部完存。

1 

士師坪 2 13. 4 4.1 ABCE 橙褐色 体部外面箆削り。内面ナデ。口縁部横 No.17、54。2ん。

1 ナデ。

好 3 13.8 3. 4 ABC 淡褐色 体部外面箆削り、内面ナデ。口縁部横 No.19。切。

2 ナデ。

坪 4 12. 6 3. 5 ABCEF 橙褐色 体部外面箆削 り。内面ナデ。口縁部横 No. 8。1ん。

1 ナデ。

坪 5 12. 3 3. 4 ABCEF 橙褐色 体部外面箆削り、内面ナデ。口縁部横 N~l3。 1ん。 内面褐色。

1 ナデ。

坪 6 13. 8 3. 6 ABCF 黒褐色 体部外面箆削り 。口縁部横ナデ、体部 No.22。切。

2 内面に及ぷ。

小型鉢 7 10. 2 5. 3 4. 6 ABCDF 橙褐色 体部内面ナデ。口縁部横ナデ。朋滅著 No.36。ほぽ完。

1 しく不明瞭。底部外面ナデ。
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大きさ (cm)

土ロ
出 土 位 匠 ・ 残 存 率器 種 番 号 胎 手 法 の 特 微

ロ径 I底径 1器高

小型鉢 8 (9. 9) 5. 0 5. 3 ABCDF 橙褐色 体部内外面ナデ。口縁部横ナデ。脳滅 N~ 3。辺。

1 著しく調整不明瞭。底部外面ナデ。

小型鉢 9 10. 6 5. 6 4. 5 ABCDEF 橙褐色 底部外面箆削 り後ナデ。体部外面ナデ、 N~67 。 4ん。

1 内面箆ナデ。口縁部横ナデ。

小型鉢 10 (8. 6) (4. 2) (4. 0) ABCDF 橙褐色 体部内外面ナデ。口縁部横ナデ。 N.68。W。

2 

鉢 11 (19. 0) 8. 6 19. 9 ABCDEF 茶褐色 底 ・胴部外面箆削 り、内面箆ナデ。ロ N遥8、50、51。2ん。

2 縁部横ナデ。

鉢 12 (20. 5) (10. 5) ABCDF 橙褐色 体部外面箆削り後ナデ、内面箆ナデ。 No.41、49。体部上半岳。内

2 口緑部横ナデ。 而黒褐色。

壺 13 (16. 9) (6. 9) ABCDF 橙褐色 胴部外面箆削り後ナデ、内面箆ナデ。 N~14 、 16。口縁部1ん。

1 ロ縁部横ナデ。

甕 14 18. 7 5. 5 34. 9 ABCDEF 橙褐色 底・胴部外面箆削 り、内面箆ナデ。 ロ N~49~53 。 3ん。

2 縁部横ナデ。

引2乙I9 15 16. 4 ’8. 3 27. 9 ABCDEF 褐色 底・胴部外面箆削り後ナデ、内面ナデ。 N~44 、 47 、 49 、 50 、 56 、 58

1 口縁部横ナデ。 60、72。%。

11号住居跡（第216図）

6 K • 7 K区中心に位置し、東壁から北壁部は調査区外にかかり未検出。規模は南北5.26m、東

西長は5.2+amを測る方形フ゜ランの住居跡と推定され、床面までの深さは北壁部で30cmを測る。

主軸方位は N-67°-E を指す。床面は概ね平坦であるが、南壁付近にやや窪む箇所がみられ、一•

部炭化物の散布が確認された。炉跡、柱穴等の施設は検出されなかった。

出土造物は土師器甕等の細片が多い。図示した 1 • 4は床面、 2 • 3は床面上約 8cmから出土。

函 こ ／
 

二
―

゜
10cm 

第215図 11号住居跡出土造物

11号住居跡出土遺物（第215図）

大きさ (cm)

胎 色焼調成I 出土位置・残存率器種 番 号 土 手 法 の 特 徴
ロ径 I底径 1器高

壺 1 11.1 (5. 4) ABCDEF 茶褐色 口縁部内外面ナデ。部分的にハケ目を N~26。口縁部ほぽ完。

1 残す。

鉢 2 (9.1) (3. 6) 4. 0) ABDE 褐色 体部外面ナデ、下位にノヽケ目残す。内 N~30。伍。

3 面下位箆ナデ。口縁部横ナデ。

s字甕 3 9. 3 6. 4 ADE・ 砂粒子 褐色 台部外面上位ハケ目の後、全体にナデ。 N~20。脚台部ほぽ完。

2 端部内面に折返して指でおさえる。

甑 4 18. 6 (6. 5) ABCDE 茶褐色 胴部外面ナデ、内面箆ナデ。口唇部木 N遥1,32, 33, 34, 12号住

1 口状工具痕。口縁部外面横ナデ。 Nn 4。l/2o
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第216図 11号住居跡

12号住居跡 （第217図）

7 I • 8 I区中心に位薗し、東壁と北壁の一部は調査区外にかかる。他の住居跡との重複はな

い。規模は現状で4.7x4.2mを測る。南壁はカマドの位置から推して、調査区外にあまり延びずに

屈曲するものと考えられる。平面形態は、台形状に歪んだ方形を呈し、深さは北壁部で約 30cmを

測る。床面は西壁附近がやや高く、カマドに向って緩く傾斜する。また、壁の立ちあがり角度は垂

直に近い。主軸方位はN-58°-Eを指す。

カマドは東壁の南壁寄りの位置に付設されるが、調査区域外に大半がかかり、焚口部のみ調査で

きた。床面下の掘り込みは浅く、袖部粘土もかなり崩落している。その他、住居跡中央の南壁寄り

にビットが検出されたが、床面が被覆しており柱穴とは異なる。

出土遣物は少なく、図示した杯（ 1 • 2)、甕（ 4)、須恵器逃（ 3)は覆土から出土した。
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土粒（多）

2.茶掲色土粘質

ぶ暗黄褐色土

4.灰茶掲色土

5.淡黄褐色土灰褐色土

若千混入

6.灰褐色土 賀掲色土若

乱畠誓冒胃 1 謬色土

干混入

0 2m 
I I | 

1.暗灰褐色土粘質、焼土（微杭）

2.焼土

3.黒灰色土

3＇．黙灰色土焼土プロック含

4.灰褐色土

゜
1m 

第217図 12号住居跡 ・カ マ ド

言 ニ

□ 三
三 □--〖

゜
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第218図 12号住居跡出土造物
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12号住居跡出土遺物（第218図）

大きさ (cm)
土 焼色調成 出土位四・残存 率器種番号 胎 手 法 の 特 微

ロ径 1底径 1器高

士師坪 1 (12. 7) (3. 4) FC （多） AB 茶褐色 体部外面箆削り、上位ナデ。口縁部横 凡 8。%。

2 ナデ。

坪 2 (13 8) (3. 0) ACF 橙褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。 N~ 2。l/9o

4 

須恵聡 3 (IO. 9) (2.1) DF 黒灰色 ロクロナデ。口縁部外面に櫛描波状文。 2区塑土。口縁部1j,。

1 (5本単位）

土師甕 4 (17.2) (5. 4) 片岩粒(5mm大，褐色 胴部外面箆削り。口縁部横ナデ。 N~ 1。%。

多） ABDE 3 

13号住居跡（第219図）

10 I区中心に位置し、 14号住居跡に切られている。南西コーナー附近は壁が残存しないが、南北

4.4m、東西4.7m前後の方形プランを呈し、北壁部の壁高は 10cmと全体的に浅い。床面は軟かく

あまり明瞭ではない。主軸方位はN-8°―Eを指す。カマドは北壁に接して設けられ、壁内におさ

まる。袖部は褐色粘質土で構築される。その他にピット 2本が南西隅部に検出された。

出土遣物は比較的似富で 5 • 6がカマド内、 1 • 3 • 7 • 11 • 12がカマド右横部、 10が南東コー

ナーとピット内、 2 • 4 • 8 • 9 • 13がピット及びその周辺よりそれぞれ出土した。 な`お、ピット

周辺の追物は欠番となった15号住居跡の追物が含まれている。

13号住居跡出土遺物（第220• 221図）

大きさ (cm)

土 色焼調成I 出土位岡・残存率器種番号 胎 手 法 の 特 徴

口径 I底径 1器高

土師坪 1 15. 0 6. 0 BCDEF 橙褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。 N~33。ほぽ完。

1 

坪 2 13. 0 5. 6 BCD 橙褐色 体部外面箆削り、上位未調墜。口縁部 N~ 6。ほぽ完。

1 横ナデ。体部内面下位箆ナデ。

坪 3 6. 4 5. 5 BCDEF 褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。 N~35。ほぽ完。

2 

坪 4 (13. 6) (4. 7) BCD 茶褐色 体部外面中位以下箆削り後ナデと思わ 貯穴2Nn4。覆土。 ’I3o

2 れるが不明瞭。口縁部横ナデ。

椀 5 10. 7 4. 6 BCDEF 橙褐色 体部外面箆削り 、上位に末調整部分残 カマド内N~15。完存。

1 る。口縁部横ナデ。

鉢 6 13.0 10. 7 BCDE 茶褐色 体部外面箆削り後ナデ。口緑部横ナ カマド内No.8、 3区梃士。

2 プ—·。 ほぽ完。

鉢 7 13.5 9. 5 BCD 褐色 体部外面箆削り、上位未調幣。口縁部 N~32、 34 。 ’I5o

2 横ナデ。

鉢 8 29. 0 6. 3 11. 5 ABCEF 褐色 胴部及び底部外面箆削り 、部分的に削 l-9GNo.4、24。15号住

1 り残す。内面ナデ後放射状の箆削り。 N~ 5。3ん。口届部箆削り。

壺 ， 12. 3 (19. 0) CDF 橙褐色 胴部外面箆削り後ナデ、内面箆削り後 N~ 1。2ん。

2 箆ナデ。口縁部横ナデ。

甕 10 (15. 3) (24. 1) BCD 褐色 胴部外面縦箆削り、下位後ナデ。内面 N~ 5、12、13、14、15、貯I 
2 箆ナデ。口縁部横ナデ。 穴 1。切。
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1.黒灰褐色土焼土（微証）、やや粘質

2.灰褐色土 焼士粒（多）

3.灰掲色土 焼土粒やや少ない

4.暗灰掲色土焼土粒（多）、粘質

4'.暗灰掲色土 4層類似、焼土プロック（やや多）

5.焼土 焼土プロック

6.灰褐色土 炭化粒、焼土粒、灰含

7.明褐色土 粘質土

゜
2m 

第219図 13号住居跡・カマド
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第221図 13号住居跡出土造物(2)

大きさ (cm)
土 焼色調成 出 土位置・残存率

号 口径 l底径 1器高 胎
手 法 の 特 徴

し 15.1 12. 8 27. 9 BCD 赤褐色 胴部外面箆削り後ナデ、内面箆ナデ。 Na10、21、25、29、カマド

2 口縁部横ナデ。 N~ 4。3ん。

1 15. 2 6.2 25. 7 BCDF 茶褐色 胴部外面箆削り、内面箆ナデ。口縁部 N~lO 、 32、カマド凡11 。

2 横ナデ。 底部外面箆削り。 伍。

l (17.2) (24. 0) BCD 褐色 胴部外面箆削り後ナデ、内而箆ナデ。 15号住No.4。lん。

2 口縁部横ナデ。

l (19. 8) (9. 0) 25. 2 ABCDEF 橙褐色 ロ縁部横ナデ。その後、胴部外面箆削 N~ 3、4、 5。2ん。

2 り、内面箆ナデ。

14号住居跡（第222• 223図）

調査区ほぼ中央の10J区を中心に位置する。 13• 16 • 17 • 20 • 21号の 5軒の住居跡と重複するが

その何れよりも新しい。 4.98x5. 2mの比較的整った方形フ゜ランを呈し、床面までの深さは北壁で

約 15cmを測る。床面は概ね平坦であるが、中央部がわずかに高い傾向が認められる。主軸方位は

N-43°-Eを指す。

カマドは北東壁の中央よ りやや南東に寄った位置に付設され、煙道部は壁外に 40cm延びる。燃

焼部の掘り込みは 6cmと浅く 、緩く立ちあがって煙道に続く。 袖部は黄褐色粘土で構築されてい

た。またカマド横には円形の貯蔵穴（1.02 x 1. OSm、深さ 32cm)が穿たれ、 ピット は 5本検 出 さ

れた。

出土遣物鼠は多いが、その殆どは覆土か ら検出されたもので、特に貯蔵穴周辺と住居中央から南

側での出土が目立つ。図示した 4の坪はカマド内覆土、13は貯蔵穴内、 14• 19 • 20は貯蔵穴の上面

から出土した。また21の甕はカマド袖にもたれかかる様な状態で検出 されている。
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第222図 14 • 16 • 17号住居跡
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乱

1.灰掲色土 炭化粒（やや多）、やや粘質

2.焦灰褐色土粘質

3.焼土

4.黒灰掲色土 焼土粒、炭化粒含

5.黙灰掲色土焼土プロック（多）

6.黒灰掲色土 焼土プロック粒子（多）

7.黙灰褐色土焼土粒（微紐）、粘質

8. II音茶掲色土 焼土、炭化粒（少）

9.灰褐色土焼土プロック、灰（多）

10. 11名閥渇色土粘性（強）、焼土含

゜
1m 

第223図 14号住居跡カマド

14号住居跡出土遺物（第224• 225図）

大きさ (cm)
器稲番号 胎

ロ径 1底径 1器高

色調

焼成
土 I 手法の特徴 出士位匹残存率

土師坪I1 IC15. o) 

坪 I2 IC13. o) 

坪 I3 I 13. 6 

杯 I4 I 12. 5 

坪 I5 IC13. 5) 

1

5

8

 

．

．

．

 

4

4

4

 

1

1

1

 

6

7

8

 

坪

坪

坪

坪 I9 105. 6) 

坪 I10 104. o) 

坪 I11 

(3.7)IBCDEF I 茶褐色 I 体部外而箆削り、上位に部分的に未調 IN~9o, 93, 105。凶。

整残す。口縁部横ナデ。

口縁部横ナデ。体部外面箆削り。 IN~l9。椿。

1 

(3. 6)1A CF、緻密。 橙褐色

4 

4.2 IA（多）BCF、 謁色

やや粗。 3 

4. 5 IF（多）ABC、 橙褐色

緻密。 1 

4.3 IAC F、緻密。 橙褐色

体部外面箆削り。口縁部横ナデ。

ロ縁部横ナデ。体部外面箆削り。

口縁部横ナデ。体部外面箆削 り。

4 

4. 5 IC （多）AB FI橙褐色 1 口縁部横ナデ。体部外面箆削り。

2 

4.4 IAB CE F I橙褐色 1口緑部横ナデ。体部外面箆削り。

Na 9。ほぽ完。

カマドN~ 3。ほぽ完。

N~51 。 2ん。

No. 7。ほぽ完。

N~ 5。ほぼ完。

3 

4.1 1B （少） ACEI橙褐色 口縁部横ナデ。その後、体部外面箆削脳106。ほぽ完。

4 り。脳滅により方向不明瞭。

(4.7)/ACF、緻密。 1令11 色 口縁部柚ナデ。体部外面箆削り、上位怜60、塑土。％。

3 末調賂。

(4.3)1ABCDE I掲色体部外而箆削り後ナデ。口縁部横ナ料122。2ん。

3 デ、外面下位枠状工具痕。

C （多） F（少）i褐色 体部外面箆削り。口縁部ゆるい段をも INa6。伍。

AB、緻密。 2 Iつ。
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第224図 14号住居跡出土遺物(1)
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第225図 14号住居跡出土遺物（2)

フロラ． 大 きさ (cm)
士 色焼調成 1.1:1土位 置・残存率器 種番 胎 手 法 の 特 徴

ロ径 I底径 1器高

土師坪 12 13. 9 7.0 4. 0 BCDF 茶褐色 底部外面箆削り。体部内外面ナデ。 N.125。’I3o

2 

鉢 13 24.3 8.1 12.1 DE（多） AB橙褐色 胴部外面中位以下縦箆削り、上位ナデ。 貯蔵穴No.1。完存。

CF 2 底部外面箆削り、内面箆ナデ。

鉢 14 12.4 7.8 11. 4 DE（多）BF 褐色 胴部外面箆削り後、下位ナデ、上位未 Nn 3。完存。底部外面は磨

2 調撒、内面箆ナデ。底部外面中央ナデ。 滅著しい。

鉢 15 (13. 4) (14. 0) D （多） ABC 褐色 口縁部横ナデ後、胴部外面箆削り後下 N~ 8、114、覆土。％。

F 3 位ナデ。底部内面放射状にエ具痕。

今gt 16 (13. 2) (7. 0) F （多） ABC褐色 胴部内外面ナデ。口縁部横ナデ。 N~48。切。

D 1 

甑 17 21. 6 28. 9 ABCDE 淡褐色 胴部外面縦箆削り。内面箆ナデ、下端 N~78。ほぽ完。

2 部横箆削り 。口縁部横ナデ。

手捏ね 18 4.2 2.1 3. 5 ABCDE 褐色 底部外面箆削り後ナデ。体部内外面ナ N~124。ほぽ完。

2 T-• o 

台付甕 19 12.2 5.1 19. 2 AB（少）CF・ 赤褐色 胴部外面箆削り。内面箆ナデ。 口縁部 No. 2。ほぽ完o脚部欠損。

5 mm片岩粒（多） 2 横ナデ。

甕 20 18.1 6. 9 35. 9 CF（多） AB褐色 胴部外面箆削り後下位ナデ。内面中位 No. 1。完存。箆ナデは深く

DE 2 以上、上→下・逆時計廻りの箆ナデ。 しっかりしている。

甕 21 17.6 6.1 32. 8 ABCDEF 茶褐色 胴部外面箆削り後ナデ。内面箆ナデ。 No. 4、16。ほぽ完。

2 
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16 • 17号住居跡（第222図）

16号住居跡は10• 11-J • K区に位置し、 北壁を14号住居跡に切られ、南壁部は調査区外にかか

る。東西長 5m、南北長は4.26mが残存する。プランは明らかでないが方形を呈するものと考えら

れる。床面までの深さは西壁部で 15cmを測る。床面はやや起伏がみられ一定せず、柱穴その他の

付属施設も検出されなかった。

17号住居跡は14• 16号住居跡と重複する。南北長2.56m、東西長は 0.9m確認されたがその正確

な規模・形態は不明である。床面レベルは16号住居跡のそれより 10cm程高い。住居跡に伴う施設

は検出されなかった。

両住居跡からの出士追物蓋は比較的少なく、その垂直分布をみると図示した 4の高杯を除く他の

土器は全て床面よりかなり浮いて出土していることが判る。このことと床面レベルを考え合せ、一

応高胚 (4)を16号住居跡の遣物とし、2 • 3 • 7を17号住居跡覆土の遺物と把えておく。なお

1 • 5 • 6はその帰属を明らかにし難い。新旧関係を示せば16号住（古） →17号住居跡となろう 。

こ
← 2 

` 3  

6
 

゜
10cm 二

第226図 16 • 17号住居跡出土追物

16 • 17号住居跡出土遺物（第226図）

器種番号:径i:径]:5胎 土 1： ： 手法の特徴

土師坪 1 I 13. l I I 4. 3 IA CD E F 茶褐色 体部外面箆削り 、上位削り残しあり。

2 口縁部横ナデ。

坪 2 1(12. 8)1 I 3. 6 IA CD E F 黒褐色 体部外面箆削り。口緑部横ナデ。

2 

出 土 位 個 ・ 残 存 率

16住N~26。 ’/5o

16住N~l6。 2ん。
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大きさ (cm)

土 I色焼 調成 出 士 位 個 ・ 残 存 率器種番 号 胎 手 法 の 特 徴
口径 1 底径 1 器高

坪 3 12. 8 3. 9 ACEF 茶褐色 体部外面箆削り、上位未調批。口縁部 17住N.1。完存。

1 横ナデ。

高好 4 18. 2 15. 6 ACDEF 橙褐色 坪部。柱状部外面箆削り後ナデ。柱状 16住池13。巧。

2 部内面下位箆削り。口縁・裾部横ナデ。

小型甕 5 (12. 6) 5.4 14. 9 ABCDEF 茶褐色 口縁部横ナデ。胴部外面箆削り、内面 16住池20。2ん。

2 箆ナデ、下位指頭痕。
-g Jt・ 6 11. 6 (11 0) ACF 橙褐色 胴部外面箆削り後ナデ、内面箆ナデ。 16住N~27。%。

1 口縁部横ナデ。

甑 7 (27. 0) (15 2) ABCDEF 茶褐色 胴部外面縦箆削り、内面箆ナデ。口縁 16住Na2、3、6、 9、ロ

1 部横ナデ。 縁部岳。

18号住居跡（第227図）

9 H • 9 I区中心に位置する。 19号住居跡を切り、 20号住居跡と接する。 南壁から西壁の一部に

かけてはプランが不明瞭であるが、東西6.86m、南北 6.Smの整った方形プランを晶する。床面ま

での深さは 10cm前後と浅い。床面はほぼ平坦であるが、南壁付近に攪乱（？）による落ち込みが

みられる。その他、焼土及び炭化物の散布が数ヶ所認められる。

炉は住居中央からやや北寄りに位置する。 1xo. 7mの不整楕円形を呈し、深さ scmを測る所謂

地床炉である。ピットは 7本検出され、規模の大きい 2本（北壁寄り）が主柱穴に相当しよう。

出土遺物は少なく、図示した 6は北東コーナー附近、 2 • 3は南壁近くの落ち込みから出土し

た。

18号住居跡出土遺物 （第228図）

大きさ (cm) 色調
器柾 番号 胎

口径 I 底径 1器高
土 手法の特徴 出 土 位囮・残存率

焼成

土師鉢I1 I 10. 4 I 4. 6 I 4. 4 I AB C I褐色 口縁・胴部外面丁寧なナデ。下位に指 INa309。3ん。

2 押えあり。

鉢 |2 lcio.9)1 I C7.dABCDEF I茶褐色 胴部外面ナデ、上位に指頭痕、下位箆 ％N怜~44。4 3 8、449、522、525。
1 削り。口縁部横ナデ。

甑 |3 I 12.6 I 3.4112.5 IACDEF I橙褐色 胴部外面ハヶ目後、下位箆削り。内面 5。ほぽ完。

2 箆ナデ。

高酎 4I I (6.9)1ABCDE l赤褐色 脚部 3孔。脱滅により調整不明瞭。 IN~23。脚部辺。
2 

高叫 5I I Cl.9)1AcF 1橙褐色 脚部 3孔。磨滅により調整不明瞭。 N.239、279、286、287、2881

4 脚部2ん。

s字劇 6icl3. 4)1 I c2. 9) ABCF 橙褐色 胴部外面ハケ目、口縁部横ナデ。 N~72。 1ん。

2 

台付甕I7 I | (6. 8) ACEF 褐色 底部外面ハヶ目、内面箆ナデ。脚台部 N.480。脚台部ほぽ完。内

2 外面ハケ目後部分的ナデ。 面に折り返しをもつ。

台付創 8 | I (5. 2) ABCDEF 橙褐色 脚台部外面ナデ、内面細かい単位のハ N.117、118、119、脚台部

2 ケ目。 フ』Go 
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19号住
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2.暗赤褐色土

3.焦色土

4.黒灰色土

焼士主体

焼土（多）

炭化粒（多）

粘質、焼土含
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第227図 18 • 19局住居跡
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第228図 18号住居跡出土遺物

19号住居跡（第227図）

8 I区中心に位置する。 18• 20号住居跡と重複するが、

両住居跡よりも古い。北壁4.58m、東壁1.38mが確認され

るが南西コーナ一部は検出できなかった。床面までの深さ

は北髄で 8~12cmと浅い。平面形態は方形を呈するもの

と推定される。主軸方位を北壁と直交する軸にとればN-

〉` 冒二ニ叉

゜
10cm 

第229図 19号住居跡出土遺物

3°-wを示す。ピットは 3本検出されたが主柱穴と考えら

れるのは北東コーナー寄りの 1本だけである。壁溝は全周しない。遺物は僅少で図示し得たのは 1

点のみである。

19号住居跡出土遺物（第229図）

s字状口縁台付甕。推定口径 15.ocm。残存高 3.5cm。色調は淡褐色を呈し、焼成は良好。胎土

にA・B・Cが含まれる。口縁部横ナデ、胴部外面斜位のハヶ目が施される。肩部横線はみられな

し‘o

20号住居跡（第230図）

8 J • 9 J区に位置する。他住居跡との重複関係は19号住居跡を切り、 10• 14 • 21号住居跡に切

られる。規模は南北長6.38m、東西長は6.6mを越える。床面までの深さは 5~16cmと浅く、プラ

ンは方形を呈するものと推定される。床面レベルは北壁側が低く、南壁側との高低差は 20cmを測

る。主軸方位は N-18°―W。炉跡は住居中央から北に偏った位置に設けられる。また北東コーナ

ー付近の床面に焼土の薄い堆積が認められた。ピットは 5本検出された。そのなかで南東コーナー

に最も近い楕円形ピット（1.05xO. 76m、深さ34cm)は貯蔵穴と思われる。

出土遺物は少ない。 231図4が床直、 3が貯蔵穴から出土し、他は覆土中からの検出である。
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第230図 20号住居跡

20号住居跡出土遺物（第231図）

胎土

DEF 

l : : I手法の特徴

茶褐色 1体部外面上位ナデ、

1 部横ナデ。

下位ハヶ目。 口縁 IN.151。lん。

N.81。ほぽ完。体部外面ナデ。口縁部横ナデ。

1 

（多）ABC 橙褐色 胴部外面 ・ロ縁部外面下位箆削り後ナ I凡180。2/so

1 デ。口縁部外面上位・内面箆脱き。
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第231図 20号住居跡出土遺物

大きさ (cm)
器種番炒 胎

ロ径 I底径 Il麟 土 ：
手 法 の 特 徴 出土位置・残存 率

士廿 4 (9. 9) (5. 9) ACEF 茶褐色 1 胴部内外面ナデ。口縁部横ナデ。 N~lll 。 [。

3 

高坪 5 (7. 4) ABCDEF 橙褐色 脚部に 3孔。肌1部外面箆屈き、内面下 Nul63。脚淵笠／5o

1 位ハケ目。

高坪 6 (21. 7) 4. 3 ABCDEF 茶褐色 坪部外面箆脳 き。 内面 —J- デ。 Nsl77, 178。坪部上半凶。

1 

高坪 7 12. 0 4. 0 ACDEF 茶褐色 坪部外面下位軽い箆削り後、内外面箆 N~ 9。口縁部1/3o

1 屈き。

S宇甕 8 (9. 4) (2. 5) ABCDF 淡褐色 口縁部横ナデ後、胴部外面ハケ目。 N.179。口縁部リ60

1 

穂 9 (17, 0) (6. 7) ACDEF 褐橙色 口緑部横ナデ後、胴部外而ノヽケ目。 N.47。口縁部1/,。

2 

21号住居跡（第211図）

8•9- J ·K区に位置 し、 5 軒の住居跡と重複する。新旧関係は 8~10 • 14号住居跡より古

く、 20号住居跡よりも新しい。全体の規模は不明だが南北長6.12m、東西長は 5mを越えるものと

考えられる。床面までの深さは東壁部で 8cmと非常に浅く、平面プランは方形を呈すると推定さ

れる。床面はほぼ平坦で、 レベルは 9号住居跡床面と大差な く壁の検出は困難であった。主軸方位

はN-5°-Eを指す。

カマドは北壁に接して設けられるが、北半は10号住居跡により破壊されていた。その他、ピット

が 1本検出されたが住居跡に伴うものではない。出土遣物は少ないが、カマド周辺に集中する。

1 • 3はカマド内、 2 • 4はカマド西側、 5 • 6は東側からそれぞれ検出された。
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第232図 21号住居跡出土造物

21号住居跡出土遺物（第232図）

I 大きさ (cm)
土 焼色調成 出土位置・残存率

I 
器種番号 胎 手 法 の 的 徴

ロ径 1底径 l器高

土師坪 1 (13. 0) 5. 4 BCDE 褐色 ロ緑部横ナデ。体部外面箆 削り後ナ カマドN~l O。 110%。

1 テ~。上位はナデ。内面下位箆削り。

坪 2 11. 8 6. 7 BCDE 褐色 ロ縁部横ナデ。体部外面箆削 り後ナ カマド怜17。3ん。

1 デ。内面下位箆ナデ。

高坪 3 13 6 (8.1) ABCE 茶褐色 ロ縁部横ナデ。体部外面箆削り後ナデ、 カマドN~12。 3ん。朋滅著 し

2 内面箆ナデ。脚外面下位箆削り後ナデ。 し‘°

鉢 4 10. 2 4.5 5.8 ABCDEF 茶褐色 口縁部軽い横ナデ。 体部外面ナデ、内 カマドNo.16、10号住Nu55。

3 面箆ナデ。底部外面木葉痕、のち脳滅。 2ん。

小型甕 5 (14.8) 4. 6 12. 6 BE。大粒の粒 赤褐色 口縁部横ナデ。底部・胴部外面箆削 り、 カマドN~ 4、 5、15。2ん。

子が多い。 2 上位に削り残し有り。内面箆ナデ。

甕 6 18. 7 (8. 6) BCDE 茶褐色 ロ縁部横ナデ。胴部外面箆削り。内面 カマドN~ 1。

2 箆ナデ。 口縁部ほぽ完。

甕 7 (16. 1) (23. 1) BCD 褐色 口縁部横ナデ。胴部外面箆削り、内面 N. 5。凶。 脳減著しい。

2 箆ナデ。 j 

22号住居跡（欠番）

23号住居跡（第233図）
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調査区東端の13E• 14E区中心に位置する。調査区域外にかかるため完掘できなかった。また12

号溝跡と重なるが住居跡が古い。南北辺 3.4m、東西辺 4mを越える（長）方形フ゜ランを呈する住

居跡と考えられる。砂礫層を掘り込み床面としており、確認面からの深さは北壁で22cmを測る。

床面中央部には炉跡と考えられる浅い皿状の落ち込みが検出された。上層（床面）に炭化粒子と

灰の混土層が、 下層には焼士が堆積していた。また南西コ ーナ一部には深さ50cmの貯蔵穴をもつ。

出土造物は土師器細片が 8片あるのみで、時期は明確にできないが、五領～和泉期であろう。

、ぶ

1. 暗褐色土 砂質、茶掲色土を含む

2.暗掲色土 焼土を多屈に含む

3,暗掲色土 やや砂牧、焼土粒を若干含む

4.暗掲色砂 焼土粒を含む

5.暗茶掲色土やや粘性をもつ

6.暗灰褐色土 黒色土プロックを若干含み、やや粘性をもつ

7.灰渇色土 砂を含み粘性に窟む

8.茶掲色土 焼土を含む

況 l→ 9・

A68.90m A‘ 

゜
2m 

第233図 23号住居跡

24号住居跡（第234図）

本住居跡の位置するlOF区は自然堤防肩部に相当し、東に移行するに従って地山面が 傾斜 （低

下）してい る。この斜面上には漆黒土の堆積が認められ、土器はこの黒色土中から検出された。当

初包含層と考えたが、出土レベルが一定すること 、分布範囲が径 5m前後にまとまること等から一

応住居跡として把えた。以上の様な検出状況であるためプラン、床面は勿論、炉跡等の施設も確認

できなかった。なお遺構図に示した点線もあくまで推定プランである。

出土土器は点数に して約 200片を数え、接合資料も多い。特に胴部に叩き目を施す甕 (11~13)

が注目される。何れも胴部下位に顕著に残るが、 11は胴部上位のハヶ目の下に観察される。

- 267 -



川越田

’
 
A
 
ー．ーー
1

1

ー
1

ー
1
1
1
1
,
ノ

o
 .

.

 

~
 

I
 

＼＼ーーーー
叫ーー

ー

バ

。

I

。

一こp1

0

-

□
 

0
9

1

1

1

ー
A

／ー
1

1

1

ー
1

ー
／

岬 m

念ム。 °゚°。g'o

1 
惑 1` ⇒＇

゜ 2m 

第234図 24号住居跡

24号住居跡出土遺物（第235図）

大き さ (cm)
土 色焼調成 出 土位匝・残存率

器種番号口径 I 底径 1 器高 胎
手 法 の 特 徴

土師椀 1 11. 8 3. 2 6. 4 BCDEF 赤褐色 体部外面ハヶ目後箆削り後ナデ。口縁 N~20、 24 、 34 、 185。%。

2 部横ナデ。

坑 2 (9. 0) (5. 3) BCE 黄褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。 N~29。 1ん。

2 

高好 3 (18. 2) (7. 9) BC 橙褐色 坪部内面箆賠き。 N~38、 150。 2ん。朋滅著し

2 い。

高坪 4 11. 7 (4. 7) BCDE 橙褐色 坪部内面箆磨き。 N~70、 123 、 124 、 127。

2 坪部ほぽ完。鷹滅著しい。

器台 5 (10. 4) (4. 6) ABCDEF 赤褐色 坪部外面箆削り後ナデ。脚部外面箆磨 N~l50。器受部％。脚部辺

2 き。透し孔 3ヶ所。 口縁部横ナデ。 全体辺。

高坪 6 (7. 0) BCDEF 淡褐色 脚部外面箆邸き。透し孔 3ケ所。 N~131。 lん。

小製壺 7 (8. 4) (7. 7) B 赤褐色 口縁部横ナデ。胴部外面ナデ、内面箆 N~lO。辺。

2 ナデ。
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I ー
らロ 大きさ (cm) I 

器種番 胎
i 口径 1底径 1器高

土 11 焼色 調成 手 法 の 特 微 出士位四・残存率

壺 8 (15. 7) (19. 8) BCDEF 褐色 口頸部・胴部外面上位縦箆脳き、内面 N.129。Iん。

1 ハケ目後ナデ。

s字甕 ， (14. 9) 8. 0 ABCDE 灰褐色 胴部外面ハケ目、内面箆ナデ。口縁部 N~73 、 96、 98、 174、 176 、

2 横ナデ、内面下位にハヶ目若干残る。 181、196。2ん。

小型甕 10 13 6 (10. 5) BF （少） 5mm 暗褐色 胴部内外面 ・ロ縁部内面下位ハケ目。 N~76、 172。口縁部3ん。頸

小石（多）ACD 1 口縁部内面上位、外面横ナデ。 部外而ハヶ目後ナデ。

甕 11 (15. 6) 5. 5 21 25 B D •砂粒 茶褐色 胴部外面中位以上叩き目後ハケ整形、 N~124 、 146 、 156 、 157、 158 、

1 下位叩き目。口縁部ハケ目後横ナデ。 159、160。2ん。

甕 12 4. 2 (8. 5) BCDEF 橙掲色 胴部外面ノヽケ目、下位叩き目。内面箆 N~llO 、 12 1 、 173 。 2ん。

2 ナデ。

甕 13 18. 9 5. 0 23. 6 ABCF・小石 褐色 胴部外面下位叩き目。口縁部内而ハケ No.108、112、128、139、140、

粒 1 目、外面横ナデ。 149、187、198、195、191。4/5。

鉢 14 17. 0 4.6 BCDE 赤褐色 胴部外面ハケ目後ナデ。口縁部柚ナデ。N.46、72。2ん。

2 底部外面箆削り。
ー•

25号住居跡（第236図）

調査区東部のllE · llF 区に位置し、 4·5•23·26号土痰と重複するがその何れよりも古い。

プ ラ ンが極めて不鮮明であったためにサブトレンチを設け確認に努めたが、西壁部は検出できなか

った 。南北長3.18m、東西長3.5m前後の方形プランの住居跡と推定され、床面までの深さは 20cm

を 測 る。床面 は軟かく一定しない。主軸方位N-67°―E。 炉跡 ・ビットは検出されなかった。

遺物 は 住 居中央部に集中す る が 、 床 面 よ り 浮 いて検出されたものが殆どである。器種と しては甕

が最も多く 、 破 片 の 接合関係も 顕著に認められる。特 筆 す べ き 遣 物 と して、胴部外面のハケ目の下

に 叩 き目痕を残す甕 （18) が あ げ ら れ る 。 な お、本住居跡直上に位置する 4 • 5号 土城の出土遣物

は、木 住居跡出土土器と接合関係にあり、レベルも 一致するため、本住居跡に属するものと して取

扱った。

25号住居跡出土遺物（第237• 238図）

大 きさ (cm)
色焼 調成 出士位置・残存率器種番号 胎 土 手 法 の 特 徴

ロ径 I底径 1器高

土 師 1 6. 7 9. 4 7.1 ABCF 灰褐色 4孔を有す。脚部外面箆磨き。他は調 Na134。4ん。器肉褐色。
器台 2 整不明瞭だが、器而は平滑な仕上げ。

器 台 2 8. 5 (8. 0) 5 mm大片岩粒 褐色 4孔を有す。脚部外面箆朋き、内面上 No.88。2/3o

（多） ABCD 3 位ハケ目。他は調整不明瞭。

器台 3 7. 6 11. 6 7. 8 C （多） B(少） 灰色 4孔と思われる（残存 3孔）。脚部外面 殴士、土拡4覆士。士拡29

A 1 箆脳き。他は調賂不明瞭。器面平滑。 No.30。3ん。器肉褐色。

器台 4 8. 5 (13. 9) 8. 3 ABCDE•l 掲色 3孔を有す。脚部ハケ目の後、外面箆 土拡4Na18。%。

mm大片岩粒 2 磨き。口縁～器受部及び裾部横ナデ。

器台 5 8. 6 (5. 6) B （少） ACD 褐色 3孔と思われる。脚部外面ハケ目後脚 Nn150。3ん。

F 2 部上位 ・器受部箆賑き。接合部柚ナデ。

器台 6 9.2 5. 5 ABCF 褐色 3孔と思われる。脚部外面、器受部箆 N~l35。%。

1 脱き。口唇部横ナデ。脚部内面箆ナデ。

高坪 7 (4. 2) ABCF 橙褐色 脚部内面箆ナデか。全体に磨滅が著し N~51 。 2ん。器肉灰色。

4 く調墜痕不明瞭。
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第236図 25号住居跡

I 号
大きさ (cm)

土只
出土位置・残存率器種番 胎 手 法 の 特 徴

ロ径［底径［器高

坦~ 8 (7. 8) 8. 9 ABCF 褐色 ロ縁部横ナデと思われる。体部ナデ、 N.141。い。

2 内面上位指ナデ。底部外面箆削 り。

鉢 9 (9. 7) 3. 8 9. 9 A （多） BCF褐色 ロ縁及び胴外面ハヶ目後ナデ。外面下 士拡 5N~ 5、土拡 4N~16 。

3 位及び底部ナデ。内面箆ナデ及びナデ。 2ん。口縁部1ん。

片口鉢 10 12. 2 4. 8 11. 5 ABCDF・2 褐色 胴外面ハヶ目後下位はナデ。口縁及び Na71。4ん。口縁部に接合

mm大小石。 2 胴内面ナデ。底部箆削り 、中央はナデ。 痕、粘士ナデッケ痕有り。

鉢 11 13. 3 4. 4 12. 2 ABCDF 淡褐色 胴部外面ハケ目、内面ナデ及び箆ナデ。 N~231 、 26。巧。 内面茶褐

3 口縁部横ナテ玉底部脳滅により不明瞭。 色。

鉢 12 (12. 1) (8. 7) B （多） F(少）褐色 胴部外面ハヶ目の後口縁部横ナデ、胴 Nn52。1ん。器肉・内面赤褐

AC・片岩粒子 1 部外面下位はナデ。内面箆ナデ。 色。

鉢 13 (13. 2) (11.6) B （少） CDE褐色 胴部外面ハケ目の後ナデ、内面ナデ。 N.70。lん。

F 8 mm大小石粒 2 上位指押え。口緑部ナデ。

鉢型甑 14 18.2 3 5 10. 9 ABCF 橙褐色 胴部上半ハケ目。外面下半ハヶ目後ナ 士拡 4No.15。完存。

3 デ。内面下半箆ナデ。

小型迎 15 14.1 11. 2 B （少） CD・橙褐色 ロ緑部横ナデ。胴部内面ハケ目、外面 N~l 3 、 16 、 19 、 28 、 43 、 58 、

片岩粒子 3 ハケ目及びナデ。崩滅により不明瞭。 145。土拡 4N~l2。 2ん。

到年R 16 18. 6 2. 9 24. 3 F （少） ABC褐色 口縁、胴部外面ハケ 目、 下位は箆削り N~l5、 41 、 42 、 46。'ん。内

DE・片岩粒子 1 残す。口緑・胴部内面木口調墜。 面下半黒色。

甕 17 15. 2 5.1 20. 2 ACF （少） D 茶褐色 口縁内面、胴外面ハケ目（下位は粗）後、Na41、59、61、79、158［也。

1 mm大小石（多） 2 ロ縁横ナデ。底部箆削 り。内面擦痕有。 土拡32覆土。 4ん。内面黒色。

甕 18 (14. 0) 17. 2 E （少） C、緻 橙褐色 胴部叩き後ハヶ目。 口縁部横ナデ、内 N~ 7、土拡 4N~l4、 士拡 5

密。 1 面ハヶ目。胴部内面箆ナデ。 No 2、3、7、8。’!95o

甕 19 (16. 4) (4. 4) ABCF・片岩 褐色 胴部外面ハヶ目の後、口縁部横ナデ。 摂土、土拡 4N~12。口縁部

粒 ・2mm大小石 1 胴部内面ナデ。 3ん。
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第238図 25号住居跡出土追物(2)

号1 大きさ (cm) I 

土□I
出土 位 四 ・残存率

器種番 ロ径 1底径 l器高 胎
手 法 の 特 徴

甕 20 (15. 5) 4. 4 21. 2 AC•2mm大小 褐色 胴外面ハヶ目、下位ナデ。口縁横ナデ。 Nnl3、14、21、22他。土拡

石・片岩粒子 ,2 底部周辺箆削り。 内面下位暗褐色。 4 No.12。伍。内面擦痕有。

s字甕 21 18. 9 25. 0 ABCF 淡褐色 ロ縁部杭ナデ。胴部外面斜・縦・横位 土拡 4N, 1、Na11。2ん。台

1 ハヶ目。胴部内面箆ナデ。 部欠失。

S字甕 22 16. 2 (6. 6) ABCDEF 褐色 胴部外面斜位 ・縦位 ・柚位ハヶ目、内 怜 109、士拡 4No. 1。口縁

1 指ナデ。口縁部横ナデ。 部％。器肉中央灰色。

S宇甕 23 16.2 5. 9 ABCDF 淡掲色 胴部外面縦位・横位ハケ目、内面指頭 N~l36、 143。 口縁部2ん。 器

1 痕及び箆ナデ。口縁部横ナデ。 肉黒色。
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大 きさ (cm)
土 焼色調成 出 士 位 置 ・ 残 存 率器種番号 胎 手 法 の 特 徴

ロ径 I底径 1器高

S字甕 24 (20. 2) (3. 9) BD（少） AC 淡褐色 口縁部横ナデ。胴部外面縦位・横位ノヽケ 覆土、土拡 4N~ 1、13。ロ

1 mm大小石粒子 1 目。内面箆ナデ及び指頭痕。 縁部1ん。器肉黒色。

S字甕 25 (13. 5) (3. 7) F （少） ACD 褐色 口縁部横ナデ。胴部外面縦位ハケ目。 土拡 4N~14。口縁部切。器

・片岩粒子 3 内面磨滅により不明瞭。 肉灰色。

台付甕 26 4. 9 (5. 5) 片岩粒• D（多）褐色 脚台部外面ハケ目の後、内外面ナデ。 N.152。騨台部％。器肉黒

E 2 内面に折り返し有り。 色。

台付甕 27 (5. 6) C （多） ABD 淡褐色 外面ノヽケ目。胴部内面ハケ 目後ナデ。 N.74、87、137、他。胴部下半

F 2 脚部内面指頭痕。 切。器肉黒色。

26号住居跡（第239図）

調査区西域の 9N区に位置し、調査区域外にかかる。 28号住居跡、 15号溝跡と重複し、本住居跡

の方が古い。北壁 2.2m、東壁 3m が残存するが全体の規模は明らかにし得ない。確認面から床面

までの深さは北壁で 5cmと非常に浅い。主軸方位はN-61°―Eを指す。床面はほぽ平坦である。

出土遺物は殆どなく、所属時期は不明である。

31号住

A69.oom N 

26号住 疇

◇/》/1旦翌20m
B' 

゜
2m 

第239図 26• 28号 住居跡， 15号溝跡

27号住居跡（第185図）

7N区に位置し、 1号住居跡及び13号溝跡と重複するが、本住居跡が古い。特に 1号住居跡によ
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り大半が破壊され、北壁と東壁の一部の検出に留まった。北壁2.3m、東壁0.7mが残存し、床面ま

での深さは 16cmを測る。

出土遺物としては少量の土師器甕片があるだけで時期は明確にできない。

28号住居跡（第239図）

9N区に位置するが、住居跡の大半が調査区外にかかるため規模等の詳細は明らかにできない。

北壁l.8m、東壁0.6mが残存し、床面までの深さは 40cmを測る。重複関係は26号住居跡よりも新

しく 、 3号溝跡よりも古い。出土遺物は少景の土師器甕片があるのみで、時期は不明である。

29号住居跡（第240図）

調査区西域の 7N区に位置する。 1号住居跡の直上にあり、 1号住居跡確認面でカマドが検出さ

れたが、床面は明瞭に把えられなかった。規模・形態も不明とせざるを得ない。

カマドは燃焼部掘り方と煙道部が確認された。煙道部は幅20cmで60cm延び、燃焼部掘り方は方

形を呈し約 7cm掘 り込まれる。カマド内の出土遺物はないため、時期は明らかにできない。
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第240図 29号住居跡・カマド

30号住居跡（第241図）

8-0区。調査区南西端に位置する。溝14、15号跡と重複関係をもつ。北壁から東壁部にかけて

は、 1号住居跡により切り込まれる。西壁は調査区外である。主軸方位は、 N-16°-Wを指す。
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第242図 30号住居跡出土造物
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規模は、南北6.24m、東西5.nm+  a、深さは確認面から 17cmを測る。平面プランは、方形を

呈し、床面は、平坦であり住居跡中央部に焼土プロックが認められる。住居跡南東部分からピット

が検出された。床面で長径70cm、底面径 13cm、深さ 28cmを測る。

出土遺物は、 1の有段 口縁壺や 8のS字甕、 5、 6の台付甕台部は床面上から検出された。

30号住居跡出土遺物（第242図）

大きさ (cm)
器稲番号 胎

ロ径 I底径1器高

色調
土 手法の特徴 出土位置・残存率

焼成

土師壺|1 1(25. O)I I (3. 5)1 AB C D 1橙褐色 口縁部外面ハケ目後横ナデ、下端に櫛 INa2。口緑部1ん。

2 歯状工具による刺突文。頸部箆ナデ。

小型壺|2I 1(10. 3)1A BCD F 1橙褐色 口縁部横ナデ。胴部外面箆削り の後、 INo. 5。り。

1 ナデ。

鉢 |3 1(14. 6)1 I (7.2)IABCDF 1橙褐色 胴部外面ハケ目の後、ナデ。口縁部横 1池14。沼。

1 ナデ。

高坪|4I |(11.0)| (5 4)IAB C D E 1橙褐色 3 孔と屈われる。外面箆磨き、上位横 IN~26。脚部沼。
1 ナデ。内而上位箆ナデ。

台付甕|5 I I (3.3)1AB CD F I褐色 外面ハケ目後、ナデ。脚台部内面ナ IN~ 7、10。伍。

1 ごr・。

台付甕|6 I I (8.8)1 (6.5)1AB CD F 1淡橙褐 脚部上位ハヶ目後、ナデ。内面に折り IN.21 、 25。脚台部¼o
色 1 返しをもつ。

甕 |7 1(24. 2)1 102.0)IAB CD E F I褐 色 胴部外面上位ハヶ目、下位箆削り。内 N~22。胴部上半1ハ。内面患

3 面上位箆ナデ。口縁部横ナデ。 色

甕 |8p4.6)1 I (3. 5)1 AB C D F I淡褐色 胴部外面ハヶ目。口縁部横ナデ。 N. 1。口縁部1ん。

1 

31号住居跡 （第185図）

8N区に位置し、 1号住居跡によって切られ

る。住居跡南側コーナ一部分のみ検出された。

規模は、南壁1.15m、西壁1.15mを残存させ、

深さ 32cmを測る。床面は、平坦でローム土を

基盤とし 1号住居跡に比しややレベルを高くす

る。覆土は、上面に焼土粒子を混在させる。出

土遺物は、床面直上から図示した 1の杯が検出

された。

口

31号住居跡出土遺物（第243図）

1は、土師器杯。口径 11.6cm、器高 4.4cm

を測る。口縁部横ナデ、体部外面箆削りの後ナ

デ。胎土はABCDFを含み橙褐色を呈す。焼

成良好。 3ん残存。 2は、土師器鉢。推定口径

・1s. 4cm、器高15.7cmを測る。胎土はABCDEFを含み橙褐色を呈す。焼成良好。 1ん残存。

゜
10cm 

第243図 31号住居跡出土遺物
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1号井戸跡（第244図）

12H • I区。調査区中央南壁に位置する。本跡は、北東半分を検出し南西部分は調査区外であ

る。覆土上面には袋状を呈す土城が切り込み重複関係が認められる。規模は、上面で径4.15m、底

は二面存在し、西側の深く掘り込まれた底で深さ1.8m、幅55cm、やや浅い東側の底は深さ1.10m、

幅 90cmを測る。出土遣物は、図示 1の平底気味の土師器杯、 3の口縁部やや内傾し直立する模倣

邸、 8の胴部球形状を呈す鹿等が検出された。覆土は自然堆積の様相を示す。本跡の住居跡群とも

時期的に一致し和泉から鬼高期にかけて使用されたと考えられる。

A: 
I 

I 
9 ― 

I 
I 
I 

シ

---
--—· ---

繹．70m -A’. 

I.灰色土

2.灰褐色土

3.暗灰掲色土

4.黒灰掲色土

5.灰褐色土

6.黒灰色土

7.灰白色土

8.灰色土

9.灰掲色土

10.黒灰褐色土

11.黒灰色土

12.黒灰褐色土

13.黒灰色土

14.暗灰掲色土

15.灰褐色土

16.明灰掲色土

17.灰掲色土

18.灰掲色土

19.灰掲色土

20.明茶褐色土

21.黒灰色土

22.灰茶褐色土

23.灰褐色土 酸化鉄粒集積

24.灰褐色土

25.灰色土

水田耕作土

やや砂質、酸化鉄粒含

砂質

橙褐色粒含

やや砂質

粘質、焼土粒含

粘性（強）、炭化粒（微抵）

粘質、炭化粒（多）

粘質、橙椙色粒子（多）

粘質、オ登褐色粒子（多）

10層類似、焼土・炭化粒（多）

10府類似

炭化粒、帯状に堆積

明掲色土粒混在

粘質、炭化粒（多）

15附顔似、炭化粒含まない

橙褐色粒子含、炭化粒（少）

橙褐色粒子（少）、炭化粒帯状に堆積

粘質

粘質、きめ細かい

粘質

゜
2m 

第244図 1号井戸跡

1号井戸跡出土遺物（第245図）

大きさ (cm)

土口
出 土 位 闘 ・ 残 存 率器種 番号 胎 手 法 の 特 徴

ロ径 1底径 l器高

土師坪 1 11. 7 2. 5 5. 2 BCDE 茶褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り 、内面 覆士。怜。

1 箆ナデ後ナデ。平滑。

坪 2 11. 9 5. 6 ABCDE 橙褐色 体部外面箆削り後ナデか磨滅著しく不 覆土。 8ん。

2 明瞭、内面ナデ。口縁部横ナデ。

坪 3 9. 0 3. 8 4. 9 BDE 茶褐色 底・体部外面箆削り後ナデ、内面ナデ。 疫土。2ん。

1 口縁部横ナデ。底部は くぽむ。
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第245図 1号井戸跡出土遺物

号 大 きさ (cm) I 
土 I焼色 調成 出 土 位 慨 ・ 残 存 率

器種番 ロ径 1底径i器高 胎
手 法 の 特 徴

高坪 4 5. 5 (2. 7) ABCDE 褐色 脚部外面ナデ、一部箆削り。内面上位 覆土。脚部2ん。ミニチュ

2 未調墜、下位ナデ。 の高坪と思われる。

小型壺 5 (13. 5) (11.0) ABCDE 橙褐色 胴部外面箆削り後ナデ、内面箆ナデ上 覆土。 3ん。内面褐色。

2 位後ナデ。口縁部横ナデ。磨滅著しい。

小型甕 6 (9. 2) 2. 8 10.3 ABCDE 茶褐色 底・体部外面箆削り上位後ナデ、内面 覆土。 2ん。

2 箆ナデ。口唇部指ナデ。

甕 7 16.4 (7. 0) AB（多） CD 淡褐色 胴部外面箆削り後ナデ、内面ナデ。ロ 覆土。口縁部218o

E 2 縁部横ナデ。

甕 8 17. 5 5. 3 27.3 ABCDF・ 砂 淡褐色 胴部外面箆削り下位以外は後ナデ、内 No.58。艇土下層。ほぽ完

粒 1 面箆ナデ下位指ナデ。口緑部横ナデ。

高 坪 ， 18. 8 14. 2 15.3 ABCDEF 茶褐色 柱状部外面箆削り後ナデ、内面箆削り。 覆土。仇。

2 坪．裾部横ナデ。接合部外面ナデ。

高坪 10 18.4 13. 5 16.3 A （少） ,BCD褐色 坪部ハヶ目後ナデ。柱状部外面ナデ、 覆土。仇。杯部内面中央

E 1 内面箆削り。口縁 ・裾部横ナデ。 落。

剣
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溝状遺構＇

溝状遺構は、 14条が検出された。このうち古墳時代のものとしては、 4条である。 7号溝跡は鉤

の手状に溝が廻り五領期の遺物を多量に出土する。 11号溝跡は、調査区東端の自然堤防裾部に存在

し鬼高 I期の遺物を出土する。また、 5、16号溝跡は、その規模・形態において、特殊遺構の可能

性が考えられる。古墳時代以降の溝としては、調査区西側に 3、13~15号溝跡が検出されている。

この他、 1、2号溝跡は、現在の水田面方向とほぽ一致し水田追構に伴う水路及び畦の可能性があ

る。

7号溝跡（第246図）

8G区からlOG区にかけて位置し、鉤の手状に検出された。本跡は北側調査区外に伸び、 18号住

居跡と重複関係にあり、ここで直角に曲がり南東に直線的に伸び 8号溝と近接し再び直角に短かく

曲がる。規模は、南北4.lOm+ a、東西7.00mを測る。深さはほぽ一定し確認面から 34cm。出土

遺物は、 刷け目を施す疵や図示 5の平行叩きの後刷け目を施す齊、図示11は全面平行叩き調整によ

る鉢型甑で滞跡西側コ ーナ一部の底面付近より検出された。いずれも五領期に比定され溝跡全域に

わたり遺物が検出された。方形周溝墓の可能性もあるが確証は得られなかった。

＼ 

〇

゜
q̀ー

ol. 

.A延坦om -A'. a_ 一' g＿よ’

1.淡灰黄色土

2.暗灰色土

3.灰黄色土

4.淡黒色土

゜
2m , 

第246図 7号溝跡

- 280 -



川越田

3
 

゜
10cm 

第247図 7号溝跡出土追物
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7号溝跡出土遺物（第247図）

大きさ (cm)
土 焼色調成 出土位置・残存率

器種番号ロ径 1 底径 1器高 胎
手 法 の 特 徴

士師甕 1 18. 4 (19. 5) ACDEF 褐色 胴部外面叩き後ハケ目。口縁部横ナデ。 N~49、 80 、 81 、 82、 83 、 87

2 2ん。

甕 2 19. 6 (8.1) ACDEF 橙褐色 胴部外面・ロ縁部内面下位ハケ目。ロ No.41。口縁部％。

1 縁部内面上位 ・外面横ナデ。

甕 3 13. 8 (7 1) ACE・小石粒 橙褐色 胴部外面ハヶ目、内面箆ナデ。 口縁部 N.65。口縁部¼o

3 横ナデ。

嬰 4 13. 9 (12.1) ABCDEF 茶褐色 胴部外面ハケ目、内面箆ナデ。口縁部 Na101。1ん。

2 横ナデ。

甕 5 (14. 1) (10. 0) ABCDEF 褐色 胴部外面中位まで叩き後全面にハケ N~ 3、4、11。lん。

2 目。内面上位箆削りか。口縁部横ナデ。

甕 6 12 8 (6. 6) CDEF 茶褐色 胴部外面ハヶ目。口縁部横ナデ、内面 N~48。凶。

1 下位ハヶ目。

高坪 7 (16. 3) (5 2) BCDEF 暗褐色 脚部外面箆腿き。内面上位蜘蛛の巣状 N~92。%。

1 のハケ目。下位ナデ。透孔 3孔。

器台 8 12 4 (.7. 2) ABCDEF 橙褐色 胴部外面箆鷹き。内面上位蜘蛛の巣状 N~45。脚部完存。

1 のハケ目。下位ナデ。透孔 3孔。

器台 ， 8. 8 (4. 5) ABCDEF 褐色 脚部外面箆磨き。内面ナデ。透孔 3孔。 N~85。脚部2ん。

2 

甑 10 (15. 2) 10. 0 ACDEF 橙褐色 胴部外面ハケ目を下位を先に 2段に施 Na18、21。1ん。

1 す。内面下位箆削り、上位ナデ。

甑 11 (17. 2) (3 6) 9. 3 ACDEF 茶褐色 胴部外面平行叩ぎ目。内面ナデ。内面 N~52、 76、 79、 130 。 lん。

3 下位箆ナデ。

甑 12 17. 0 10. 4 ACDEF 橙褐色 脱滅により不明瞭だが、ナデと思われ 池71、72。2/3o

1 る。

g -・ 13 6. 0 (24. 8) ADEF 赤褐色 胴部外面ハケ目後ナデ、 下位のみ後箆 N~95 、 96 、 97 、 98、 100 。 3ん。

1 削り後ナデ。内面下位ノヽケ目。 肩部に 1箇所、孔あり。

11号溝跡（第248図）

13D • E区 に 跨 が り 、 調査区南東に位置する。溝の 西端部分が検出 され東側調査区外に伸び る。

A邸 0m A’ ... 8' 

゜
゜

2m 

第248図 11号溝跡
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走向は N-67°-Wを指す。規模は、西端幅 50cmを測り徐々に増幅させ調査区東壁で 2mを越え

る。最深部は南側に偏り 31cmを測る。出土遺物は、図示 1~3の口縁部が外反する土師器塊やロ

縁部直立の模倣杯の他、胴部のひしゃげる壺32~34が検出されている。遺物はいずれも溝覆土およ

び周辺で点在しており溝底部よりも北側肩部に集中して分布する。

本跡が検出された地区は、自然堤防上の住居跡が重複関係をもつ地点とは画され肩部の土堀集中

区より一段落ちた部分であり、比高差 20cm前後である。

ロ ニ＼こー）3

□ ここ

ロ □□．口」 ー」
ロ。 ロロ2

口三三ー ヽ 13 ーー ヽ14 ベ――̀ノ ． 15 

こ6`,`•
□ ，口/）。＼二三，

三こ □□ヽ 22 - 23 O 10cm 

第249図 11号府跡出土追物（1)
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11号溝跡出土遺物（第249• 250図）

大きさ (cm) 胎

器種番号 ロ径 1 底径 1器高
土 焼色調成

疇 叫 1lo5. o)J I 7.3 ABCF 褐色

2 

坪 |21(10.9)1 I (6. 2) B（少）ACF、 褐色

比較的緻密。 1 

杯 |3102. 6)1 I (5. 5) AC D F 祝色

3 

坪 |4 j 12. 1 I 5. 7 jA CD F. 3 llllll 褐色

大片岩粒子 3 

坪 |5I 13. 3 I 5. 0 I 9. 7 ID （少） ABC 褐色

2 

坪 |6 112. 4 I 4.3 IAC D F・片岩 褐色

粒子 2 

坪 |7110.51 5.31 8.8 IABCDEF 褐色

2 

杯 |s111.21 5.71ABCF 1褐色

2 

坪 I9 103. 4) (5.5)1AB CF 1褐色

2 

坪 110112.41 4. 7 IB（少）ACF、 褐色

片岩粒子。 2 

坪 I11 1(13. O)i 5.8 IAB CD E 褐色

4 

坪 l12 |(l1. 1) 4. 4 ACF 褐色

3 

坪 I13 102. 3)1 cs. 7) 5. 1 ACF、緻密。 褐色

2 

坪 I14 I 13.1 I 8. 9 I 4 6 IC （少） AF、 暗褐色

緻密。 2 

杯 I151(12.9)1 9.1 I 4. 7 IA （少） BCF 褐色

4 

坪 |16112. 0 I 7. 4 I 5. 5 IF （多）ABC 褐色

D 2 

坪 I17 I 13. 5 I 5.1 IB （少） CF、 橙褐色

緻密。 3 

杯 I1s I 13. o I 5.2 IF （多） ACD 橙褐色

2 

坪 119112.61 I 5.0 IABCF I褐色

3 

坪 I20 104. o)¥ I (7.0)IAB CD F 1褐色

3 

坪 I21 I 14. o I 4.2 IAB CF I橙褐色

2 

坪 I22 I 13. 2 I s. o le（多） B（少） 橙褐色

AF 4 

坪 I23 I 13. l I 5.llABDF 褐色

3 

鉢 I24 I 12. 7 I 5. 6 I 4. 6 IF（多） B（少） 褐色

AC 2 

壺 I25 icl6. 5)1 I (9. 2) ABCDF 褐色

2 

高叫 261 I (9. 6) F （多） ABC 褐色

D I 1 

手 法の特徴 出 土 位 置 ・ 残 存 率

体部外面下位箆削り、上位未調柩。 口 IN.57、100。l/2o

縁部横ナデ。

体部外面下位箆削 り、内面ナデ後暗文。 N.114、砂利層下E-13区。

口縁部横ナデ。 出。

体部外面下位箆削り、内面ナデ。口縁 N.54、56。2ん。

部横ナデ。

体部外面下位箆削り、内面ナデ。口縁 IN.15。完存。

部横ナデ。麻滅著しい。

体部外面下位箆削り、内面ナデ。口縁 1怜 17。完存。

部横ナデ。

体部外面箆削り上位未調整、内面ナデ l裂土、 N.92、125。ほぽ完。

又は箆ナデ。口縁部弱い横ナデ。

底部外面箆削り。体部外面未調賂、内 毅士。 ほぽ完。形態に歪み

面箆ナデ。口縁部横ナデ。 あり。

体部外面下位箆削り 、内面ナデ。口緑慨土、 N.80。2ん。内面色調

部横ナデ。 は淡褐色。

体部外面箆削り、上位一部ナデ指頭痕覆土、N.93、95。lん。

あり。内面閑滅。口縁部横ナデ。

体部外面箆削り後ナデ、上位未調整、 IN.18。完存。

内面箆ナデ又はナデ。口縁部横ナデ。

体部外面下位箆削り。内面ナデ賊滅著陀124。伍。

しい。口縁部横ナデ。

体部外面下位箆削り 。内面ナデ朋滅著 IN.31。W。

しい。口縁部横ナデ。

体部外面ナデ、底部外面箆削り、内面股土。 1ん。内面色調茶褐

ナデ。口緑部横ナデo 色。

体部外面ナデ、底部外面箆削り、内面塑土。ほぽ完。器肉色調茶

ナデ。口縁部横ナデ。 褐色。

体部外面箆削り、内面ナデ。販滅著し覆土、 N.53、156、28。4ん。

い。口縁部横ナデ。

体部外面下位箆削り、内面箆ナデ又は覆土、 N.54、55。2/8。器肉

ナデ。口縁部横ナデ。 色調茶褐色。

体部外面箆削り、内面ナデか麿滅著し塑土。ほぽ完。

い。口縁部横ナデ。

体部外面箆削 り、内面箆ナデ。 口縁部 IN.21。完存。

横ナデ。

体部外面箆削り、内面ナデ。口縁部横 IN.25。辺。

ナデ。

体部外面箆削 り、内面ナデ、両面とも N.36、59、83、89、126。

磨滅著しい。口縁部横ナデ。 叫、

体部外面下位箆削り、内面ナデ。緑口 N.19。ほぽ完。

部横ナデ。

体部外面箆削り、内面ナデ。口縁部横 1怜 16。完存。

ナデ。姻滅著しい。

体部外面箆削り、内面ナデ。口縁部横 覆土、 N.5、7、10、11、

ナデ。 12。4/5o

底部外面箆削り。体部内外面ナデ。口 N.100。ほぽ完。

縁部の調整は丁寧。

胴部外面箆削 り、内面箆ナデ。 口縁部池37。 1ん。 器肉色調淡掲

横ナデ。 色。

柱状部外面箆削 り後ナデ、内面指ナデ Na115、116、117。3ん。

後下位箆ナデ。坪部横ナデ及びナデ。 内面磨滅。
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ミ 27

，口1

第250図 11号溝跡出土造物⑫）

器種番号
大きさ (cm)

土 焼色調成 出 士 位 置 ・ 残 存 率
ロ径 l底径 1器高 胎

手 法 の 特 徴

高坪 27 11. 9 (6. 6) CF（多） AB 褐色 柱状部外面ナデ、内面箆ナデ後ナデ。 N.22。脚部’I5o

D 2 裾部横ナデ。

鉢 28 (20. 8) (10. 5) F （多） ACD褐色 胴部外面ナデ、内面箆ナデ。口縁部横 股土。 1ん。器肉色調淡褐

片岩粒子 2 ナデ。 色。

小型鉢 29 12. 0 (8. 5) B （少） AC 褐色 胴部内外面ナデ。口縁部横ナデ。 N.105。2ん。

3 

高坪 30 (6. 4) ABCDF 褐色 柱状部外面ナデ、内面箆ナデ後、上位 骰土。脚部2ん。器肉色調淡

3 指ナデ。裾部横ナデ。 褐色。

小型壺 31 8. 5 5.3 5. 6 ABCDF 褐色 底・胴部外面ナデ、内面下位棒状工具 No.20。完存。

2 ナデ上位指ナデ後ナデ。口縁部横ナデ。

坦 32 4. 5 (10. 5) ABCF 橙褐色 底・胴部外面下位箆削り後ナデ、内面 覆土。 2ん。外底部は円現状

2 箆ナデ上位指ナデ。口縁部横ナデ。 に盛り上がる。

墳 33 9. 4 10. 8 13.3 ACDF、比較 赤褐色 底・胴部外面箆削り後上位ナデ、内面 N~ 7、6、128、129。kttま

的緻密。 2 箆ナデ上位指ナデ。 口縁部横ナデ。 完。底部箆削 り後磨滅。

墳 34 10.3 (8. 7) F （多） ACD褐色 胴部外面下位箆削り、内面箆ナデ上位 覆土。胴部出。

2 しぽり痕あり。口縁部横ナデ。
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川越田

16号溝跡（第251図）

7L区を中心として、調査区北西側に位置する。溝は半円孤状に掘られ、周辺にはビット 34基が

確認された。規模は、径17.5m、幅22~30cm、深さ 8cm前後を測り浅い。覆土は淡黒褐色土で多

、最の黄褐色土を混入させ微蓋の白色細砂粒および炭化物を含み粘性をもつ。これと近似した慶土を

もつビットにはスクリント ーンを貼り示した。ピットは径 15~20cm前後で深さ 38~50cmを測

り、いずれも細長い。ミカド追跡において円形特殊遣構が 4基検出され、本跡 と頬似する。両者と

も覆土は有機質土である点が注目され集落と密接な関係にあると考えられる。
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川越田

土塘（第252図～第254図）

土激は、調査区全体から検出されたが、住居跡が希薄になる東側にやや多く認められる。平面形

態は円形、方形、隅丸長方形や不整形等様々である。これらのうち、 4 • 5号土壌は25号住居跡と

重複関係にあり、調査時に土城出土として扱った遺物は住居跡の遺物と接合するため25号住居跡の

遺物とする。 23号土城からは勾玉の上半が検出された。 29号土城は複雑に重複関係が認められ a~

Gに分かれるが全体が落ち込み状に窪む。 39号土濃からは無蓋の短脚一段透し高杯が検出された。

規模は、 6、7、 9号土渡がやや大きく掘り方も深くしっかりしている。浅く円形型を呈す土城と

は性格が異なると考えられる。

第 4表 川越田遺跡土塘計測表

番号 長軸x短軸x深さ
I 

長軸方位
II番号 l

長軸x短軸x深さ 長軸方位

1 128 X 88 X 13 N-76°-W 22 

2 127 X 75 X 28 N-88°―w 23 250 X 200 X 32 N-38°-W 

3 76 X 74 X 36 N-60°-W 24 186 X (94) X 60 N-59°―W 

4 123 X 104 X 63 N-19°―E 25 224 X 188 X 68 N-31°-W 

5 100 X 90 X 54 N-76°―E 26 120 X 116 X 52 N-88°―E 

6 206 X 165 X 52 N-80°-E 27 

7 242 X 132 X 52 N-85°-E 28 248 X 144 X 36 N-31°-E 

8 (140) X 94 X 70 N-18°―E 29 ， 324 X 244 X 76 N-77°-W 30 86 X 84 X 28 N-5°―W 

10 152 X 140 X 10 N-22°―W 31 

11 32 173 Xl34 X 34 N-33°―E 

12 130 XllO X 34 N-27°-E 33 

13 128 X 98 X 42 N-61°―w 34 

14 144 X 68 X 18 N-6°-W 35 160 X 122 X 20 N-70°―E 

15 108 X 94 X 40 N-62°―w 36 208 X 192 X 27 N-32°-E 

16 106 X 78 X 28 N-74°-E 37 

17 84 X 74 X 18 N-39°-W 38 380 X 168 X 50 N-24°—E 

18 88 X (30) X 58 N-64°-W 39 

19 192 X 118 X 20 N-21°―E 40 284 X 168 X 32 N-12°―W 

20 92 X 86 X 28 N-81°-W 41 102 X 76 X 11 N-61°―E 

21 132 X 118 X 27 N-15°-W 42 70 X (69) X 22 
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川越田

土壊出土遺物 （第255図）

大きさ (cm)
土 焼色調成 Ill士位置 ・残存率器種番号 胎 手 法 の 特 徴

口径 I底径 1器高

土師坪 1 13. 3 4.3 ABCF 茶褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。 士樅28股土。土樅29N~ 5。

1 4ん。

坪 2 (15. 6) 4. 1 ABC 茶渇色 体部外而箆削り。口縁部横ナデ。 七堀28閃土。土腋29N,.7。

1 2 /9 5o 

坪 3 15. 2 4.2 ABC 赤掲色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。 士樅29N<.9、10、29。叩。

1 

椀 4 12. 4 7. 2 ABCF 茶禄色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。 士堀28殴士。土披29No.6、

1 7。2ん。

椀 5 (13. 5) (7. 3) ABCDF 橙褐色 胴部内外面ハケ目後ナデ、外面下位後 土堀29No.17。lA 。

2 箆削り。

甕 6 14. 9 (5. 1) ABCDEF 茶褐色 胴部外而ハヶ目後ナデ、内而箆ナデ。 士脳29No.16。土樅 4毅士。

1 口縁部横ナデ。

壺 7 14. 2 (8.2) 15. 9 ABCD （少） 橙褐色 胴部外面筏削り後ナデ、内面箆ナデ。 土樅3SN~15。 3ん。

F 1 口縁部横ナデ。底部外面箆削り。

壺 8 9. 4 5.3 14. 4 ABCDF 橙褐色 胴部外面下位箆削り、上位指頭痕。内 士堀29No.1。ほぽ完。

2 面箆ナデ。

器台 ， 10. 8 6. 2 ABCDEF 橙褐色 脚部外面箆磨き、内面箆削り。裾部横 士堀29No.2。%。

1 ナデ。 3孔透し。

須恵 10 (14. 7) (8. 5) (10. 05) DEF・砂粒子 青灰色 短脚。三方透し。 脚部土堀39摂土。坪部G-

高坪 1 底部はG-9G・ 第 1トレンチ出土。 9、F-11、H-lOG。[。

グリッド出土遺物 （第256図）

大きさ (cm)
I 色調I 出土位置 ・残存率器種番号 胎 土 手 法 の 特 徴

口径 l底径 l器高 焼成

土師鉢 1 (10. 8) 5.4 5. 2 ABCDE 褐色 胴部外面・内面上位ハケ目後ナデ、下 F-lOGNo.3。

2 位指ナデ。口縁部横ナデ。

鉢 2 10. 4 5. 8 ABCDEF 橙褐色 胴部外面下位箆削り、上位ナデ。口縁 G-12GNo. 9。伍。

1 部横ナデ。

鉢 3 5. 5 7. 0 5. 1 ABCDEF 茶褐色 胴部外面ナデ、内面下位箆ナデ。底部 F-14 • 25G。ほぽ完゜

1 箆削り。口縁部横ナデ。

坪 4 (13. 9) 6. 3 B （少） ACF 橙褐色 体部外面下位箆削り、上位ナデ。口縁 I -9 GN~25、 26。切。

3 部横ナデ。

坪 5 12.3 4.8 ABCDEF 茶褐色 体部外面下位箆削り 、上位ナデ。内面 K-7 GNo.5。完存。

1 下位箆ナデ。口縁部横ナデ。

坪 6 (13. 1) (4. 3) A （多） B（少） 橙褐色 体部外面箆削り後ナデ。口縁部横ナ F-lOG。%。

C D E 3 プ←ー・o 

坪 7 12.8 4.9 ABCEF 淡褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。 F-14G砂利貯下。％。

2 

坪 8 13. 5 5. 0 AF 赤褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。 F-13G砂利貯上。ほぽ完。

1 

坪 9 12.1 4. 3 ABC 淡褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。 F-15G。2ん。

1 

坪 10 13. 6 4. 0 ACDE 褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ、下位 F-lOG。’I5o

2 に沈線状工具痕。

好 11 14. 1 3. 05 A （少） BCD褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ、外面 F-lOG。2/s。

E 2 中位、下位に沈線状工具痕。
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大きさ (cm)

川越田

色調

土□手法の 特徴 出 土 位 屈 ・ 残 存 率器種番号 胎
口径 I底径 1器高

坪 |121(15. 5)J I 3.0 IBCDE 1褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。 F-lOG。賃。口縁部沼。

2 体部伍。

墳 |13110. 6 I j 11. 4 IA B CE F 1褐色 体部外面下位箆削り後、上位ナデ。ロ I - 9 G No.46、71。ほぽ

2 頸部内面下位指ナデ。 フと仝9o 

小型劉 14| 11.4 | 5.0 | 13.2 |AB C D E F 1褐色 口縁部内面・胴部内面ハケ目。胴部外 I - 9 GNo.21。ほぽ完。

2 面下位・ロ縁部外面ハヶ目後ナデ。

壺 I15 1c20. 4)1 I (2. 6)IB CD E 1橙褐色 口縁部外面 2本一対の棒状浮文をもちi表採。 l/9o

2 内面に菌櫛刺突文を綾杉状に施す。

壺 |16 I 13. 7 I 1(13. 9)1A BC F I橙褐色 ロ縁部横ナデ。口頸部内面上位ハヶ目、 I - 9 GN.。17、18、19、

1 中位箆削り、下位指ナデ。内面箆ナデ。 20。凶。

甕 I 17 1(22. O)I 9. 5 I 30. 951 AB C D E F I赤褐色 胴部外面箆削り、内面箆ナデ。口縁部 F-15G。lん。

2 横ナデ。

高田 181(11. 05)1 I (8. 3)1 ABC DE.粗 橙褐色 口縁部横ナデと思われる。調賂不明。 IF-lOG。3ん。

い砂粒 2 3孔である。

器台|19I 6.1 I I (9. 5)IA BCD E F 橙褐色 柱状部箆削り。受部外面ナデ。口縁部 I J -10GN~2-A·B 。 3ん。

3 横ナデ。

手捏ね 20 (8. 3) 4. 7 4. 4 ABCF 赤褐色 体部内面ナデ。底部外面箆削り。 I I -9 GN~58。い。

手捏ね 21 5. 5 4. 5 ACEF 褐色 外面ナデ。内面下位指ナデ。 IF-14G砂利胴上。叩。

2 

須恵聡|22I I (6. 4)1D E F I青灰色 1体部外面下位回転箆削り。ロクロナテ・。 |F-13G砂利屈。岳゜

1 

石製I 23 I 幅 I 厚さ 残長
模造品 2. 6 0. 65 5. 5 

I 器面は滑らか、縦方向の細かい磨痕が II -lOG。

見られる。上端中央に孔有り。
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梅沢

パ 梅沢遺跡の調査

1． 遺跡の概観

梅沢遺跡は、児玉町大字高関字梅沢151- 1他に所在し、 川越田遺跡の南側100mの地点である。

本跡は女堀川右岸の自然堤防上に位置し、標高約70mを測る。調査対象区は、水田・桑園と して利

用され、道路拡幅によって削平される 500m2であり A・B区に分かれる。

発掘調査は、昭和57年 1月から 3月にかけて実施された。水田の水位が最も低い冬期を選んで行

なわれたが、今年は例年になく水位が高く、造構確認面で水が湧き出し、住居跡の重複が激しく平

面プランの確認もままならず調査は非常に困雖を極めた。調査方法は、グリッド方式に基づき、全

域を 5X5mを単位とするグリッド網を被せた。 川越田遺跡と同一のグリッド網による。

発掘調査により検出された遣構は、和泉期から鬼高期にかけてのものてある。調査時において、

平面的遺構の検出も困難を極め、出土遺物の集中範囲やカマドの検出によって住居跡26軒を数えた

が、整理作業を通して、比較的遺存状態の良好であった 1~ 5号住居跡および 6 • 8 • 9 • 14 • 18 

号住居跡カマドの10軒は住居跡乎面プランを調壺区全域の追物分布図に記載する。

2 遺構と出土遺物

A区は住居跡 2軒・土渡 1基が検出された。調査範囲は狭く、南側に 1号住居跡、北側に 2号住

居跡が存在し近接した位置にある。いずれも西側コーナ一部および西壁だけの検出で、東側調査区

外に広がる。主軸方位は N-29°—E を指し、方形フ゜ランを呈すると推測される。床面は平坦だが

中央がやや落ち込み軟質である。住居跡南側を 1号土j)廣によって切られる。 2号住居跡は N-27°

-Eを指し、方形フ゜ランを呈すると考えられる。床面は壁周辺に比べ、中央部がやや凹む。

B区は調査区全域が黒褐色を呈し、時折り焼土 ・灰色粘土部分が認められ、カマドの存在が確認

される。住居跡は重複関係が激しく、また調査区が狭いため、一軒単位の完全な検出はされなかっ

た。明確に検出された遺構は、住居跡 8軒・土堀 1基に留まる。調査区北端にわずかに地山の黄褐

色土が残存し、この地点で 3 • 4 • 5号住居跡の検出が明確になされた。 3号住居跡は東側半分が

調査区内に位置する。 N-30°-Eを指し、東西1.63m+ a、南北3.62m、深さ13cm（南壁側）を

測る。出土遺物は東壁コーナー部から集中して、 5 • 7~9が検出された。高杯は短脚化傾向が見

られ、甕は球形状を呈する。 4号住居跡はカマドの構築された西壁を中心に検出され、北側調査区

外に広がる。規模は東西4.07m+ a、南北 2.18m+ a、深さ 39cmを測る。カマドは主軸方位S-

56°―W を指し、西壁内に構築され、煙道は壁をほとんど切り込まない。舟底型を呈し、掘 り方は

先端が凹む。幅は47cm、深さ24cmを測る。袖部は粘土質ロームにより構築されるが、右袖に比べ

左袖が30cmほど長い。カマド東側には、貯蔵穴が位置する。床面より深さ27cm、幅80cmを測り隅

丸方形を呈する。出土造物は、カマド内より 2、貯蔵穴より 15が検出され、他に 3• 4 • 6 • 10 • 
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13 • 14等がある。 5号住居跡は、 北側を 4号住居跡、南側を 8号住居跡によって切られ、南東コ ー

ナ一部を中心として検出された。床面はロ ーム面を利用しているが軟質である。 出土遣物は17~22

および、 24、27、28が検出され有段高杯・増の他に籠目圧痕を胴部に残す鉢が検出された。

調査区において、住居跡平面プランの検出は不明確であるがカマドの検出が認められた。 6号住

居跡カマ ドは、 N-34グリッドに位置する。主軸方位はN-62°-Eを指す。規模は、全長2.25m、

焚 口部福 26cm。袖部は粘土で構築されていた。底は舟底型を呈し、燃焼部幅 40cm、深さ 41cmを

測る。煙道部は階段状に 3段のテラスをもつ。出土遺物は、覆土中より図示36の長胴甕が検出され

た。 8号住居跡カマドは、 M-33グリッドに位置し 9号住居跡カマドに一部切られる。主軸方位は

N -34°-Wを指す。 北壁外に95cm掘り込んで構築されている。底は舟底型を呈し燃焼部福37cm、

深さ 22cmを測る。カマド覆土内より逆位の状態で胴部球形状に脹らむ甕の破片が検出された。 9

号住居跡カマドは、 M-33グリッ ド、 8号住居跡カマドを切り込み西側に位置し、主軸方位はN-

70°—E を指す。住居跡北壁外に130cmほど掘り込んで構築される。規模は 、 燃焼部福 28cm と 狭く

深さ20cm、煙道部は上面で20~30cmを測り細長い。底は平坦で緩やかに立ち上がる。袖部は、右

袖がほとんど検出されず左袖が壁から6.5cm張り出している。出土造物は、図示11• 12でいずれも

模倣杯である。 14号住居跡は、0-36グリッド中央で検出された。主軸は S-60°-W を指す。規

模は焚口部幅25cm、燃焼部幅27cm、深さ28cmを測り、舟底型を呈し煙道部にテラスをもって立ち

上がる。煙道部先端から土製支脚が検出された。カマド袖部は、左袖は造存状態が悪く不明僚であ

るが、右袖は粘性の強いローム土で構築され、芯に甕が逆位の状態で検出された。 18号住居跡は、

P-37 • 38グリッドに位置し、主軸方位は S-45°-Wを指す。南壁外に 1.57m掘り込み構築され

る。規模は、焚口部幅36cm、燃焼部幅49cm、深さ27cmを測り楕円形に一段掘り窪められる。煙道

は長く緩やかに立ち上がる。

遺構として明確に認められるものは以上であるが、この他遺物の検出は調査区全域にわた り認め

られる。接合関係や造物集中度から見ると、 M-34グリット南側に集中区が認められ、図示31~33

が出土し鬼高 1l期でも新しい要素をもつ模倣杯である。 N-34グリッドは、 37• 38 • 40等の和泉期

の遺物が認められる。 N-36グリッドは、 14号住居跡とは明確に分割され接合関係も集中して見ら

れるが、出土遣物は、 53~58とやや時問差をもつ。 P-38グリッドは、南西コ ーナ一部分に68• 71 

が、中央東側部分に66• 67 • 72 • 74が検出され、これらを切って18号住居跡が存在している。須恵

器は、 46の蓋、 50の聡口縁部、 61の長脚二段透かしの高杯が検出された。

梅沢遺跡は、近接する後張遺跡・ 川越田遺跡に見られる和泉期から鬼高期にかけての集落跡であ

る。細部の時期的変遷は遺跡ごと様相は異なるが、本跡は、特に鬼高 I期は非常に少なくむしろ和

泉 1l、鬼高 1l期新段階の順で多く認められ、該期の居住域として考えられる。巨視的にとらえると

古墳時代を通して、女堀川右岸の自然堤防上を占地する集落の動態をとらえる上で 3遺跡を同一視

して分析する必要がある。
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゜
10cm 

第269図 A区出土遺物

B区出土遺物（第263~268図）

7ロラ． 大き さ (cm)
土 色焼調成 出 土 位 骰 ・ 残 存 率器種番 胎 手 法 の 特 微

ロ径 1底径 l器高

土師好 1 13. 0 5.65 ABCF 橙褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。内面 3号住。岳。

1 ナデ。口唇部内側に弱い稜あり。

坪 2 14. 4 6. 3 ACF 橙褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。内面 4号住カマ ド内Nn1。’I5o

3 ナデ。口唇部内側に面あり。

高坪 3 12. 7 8.15 9.25 F （多） B(少） 橙褐色 坪底部箆削り後ナデ。脚部ナデ。内面 4 号住N~ 7。完存。

AB 3 朋滅著しく調腺不明瞭。

高坪 4 15. 7 11. 8 11. 1 ABCDE 橙褐色 口縁部外面箆削り後横ナデか。裾部内 4号住No.1。3ん。

1 面箆ナデ後ナデ。柱状部内面絞り。

高好 5 16. 2 12.5 12. 7 BCD 赤褐色 口縁部中位・柱状部外面削り後ナデ。 3号住N,.3。4ん。

2 柱状部内面工具ナデ。

大型柑 6 13. 9 15. 7 ABCDEF、 橙褐色 口縁部ハケ後横ナデ。胴部外面ハケ後 4 号住N~ 2。

精選胎土。 1 ナデ、上半のハケは細かく下半は粗い。

鉢 7 20. 0 8. 3 16. 9 ACDEF 褐色 胴部外面箆削り後ナデ、内面箆ナデ。 3号住No.1、 2、15。い。

3 ロ縁部横ナデ、肥厚。

甕 8 15. 9 6. 0 25. 4 ADEF・砂粒 茶褐色 胴部外面削り。内面箆ナデ。口縁部横 3 号住N~ 2。ほぽ完。

子 3 ナデ。

甕 9 17. 5 6. 8 28. 9 ABCDE 褐色 口縁部内面箆ナデ後ナデ。胴部外面ナ 3 号住N~ 1、2。%。歪み

1 デ下半は丁寧、内面ナデ。 著しい。

好 10 15. 4 6. 3 ABCDEF 橙褐色 体部外面箆削り後ナデ上位末調整。ロ 4号住No.23。%。

1 縁部横ナデ。内面ナデ。

坪 11 15. 0 7. 7 ABCDF 橙褐色 体部外面箆削り、口縁部横ナデ。内面 6号住覆土。 9号住カマド

1 ナデ。 N~ 2、3、5、8。3ん。
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梅沢

大 きさ (cm)
土 焼色成調 1 /iI土位四 ・残存率器種 番 号 胎 手 法 の 特 微

口径 I底径 1器高

土師坪 12 12. 6 5. 1 BCDEF 橙褐色 体部外面箆削り 、内面下半箆ナデ。ロ 9号住カマドN刈う。完存。

1 縁部横ナデ。

杯 13 13. 0 6. 4 ABCDEF、 橙渇色 体部外而箆削り、内面上半・ロ縁部横 4号住股土。ほぽ完。

胎土精選。 1 ナデ、内面下半ナデ。

坪 14 12. 6 5. 5 ADEF、胎土 橙褐色 体部外面箆削り後ナデ。口縁部横ナデ。 4 号住N~ 8。完存。

精選。 1 内面ナデ。

好 15 9. 7 3. 7 ABCDE 橙褐色 体部外面箆削 り、内面箆ナデ。口縁部 4 号住貯蔵穴N~16。 2ん。

1 横ナデ。

坪 16 12. 6 5. 4 ABC 橙褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。 5 号住N~l5、 18。 2ん。

1 (7号住）

坪 17 12.3 5. 3 ABCDEF 橙褐色 体部外面箆削り 、内面箆ナデ。口縁部 5号住No.3。完存。

1 横ナデ。 (7号住）

鉢 18 12. 8 5.1 ABCDEF 茶褐色 体部外面下半箆削り、上半未調賂指頭 5号住凡 1。ほぽ完。

2 痕残る。内面箆ナデ。

手捏ね 19 2. 2 2.6 ABCDEF 褐色 外面箆削り。口縁部付近にナデを施 5号住No.5。完存。

3 す。

墳 20 8. 8 8. 0 AEF 茶褐色 胴部外面下位箆削り 、上位・内面ナデ。 5 号住N~l2。伍。

2 ロ縁部横ナデ。

高 坪 21 18. 2 13. 7 14. 8 BCDEF 茶褐色 坪部内面横ヘラ後横ナデ。柱状部内面 5 号住N~ 2。ほぼ完。

1 絞 り、外面丁寧なナデ。

高 坪 22 19. 6 18. 5 15. 4 BCDF 赤褐色 坪部外面底部箆ナデ後ナデ。柱状部内 5 号住N~ 3。ほぽ完。

1 面絞り、外面箆削り後ナデ。

すり鉢 23 11.6 7. 0 11. 8 ABCDEF 橙褐色 体部外面粗いハケ目後ナデ、内面箆ナ 4 号住N~l O。ほぽ完。

1 デ。口縁部横ナデ。

鉢 24 21. 0 7. 3 ACDE 橙褐色 体部外面籠目圧痕、内面箆ナデ。 5 号住N~ 6。lん。

l 

小型嬰 25 12. 5 11. 9 ACDE 褐色 体部外面箆削り。 8 号住カマドN~ 1。lん。

3 

小型甕 26 12. 2 6. 9 14. 1 ABCDF 茶褐色 体部外面箆削り内面箆ナデ。底部内面 4 号住N~ll 、 13、 24。 3ん。

1 ナデ。口縁部横ナデ。

甕 27 14. 3 7. 4 25. 2 ACDEF 茶褐色 ロ縁部横ナデ後胴部外面箆削 り。胴部 5号住N.8、17、21、23、

3 内面箆ナデ。 股土。 2ん。 (7号住）

甕 28 17. 5 6. 7 28.1 ABCDE 茶褐色 胴部外面下→上箆削り、内面丁寧な箆 5 号住N~26。ほぽ完。

1 ナデ。 (7号住）

甑 29 21. 2 8. 5 25. 0 ABCDEF 茶褐色 胴部外面箆削り内面箆ナデ。口縁部横 4号住Nn5、15。ほぽ完。

1 ナデ。

壺 30 16. 8 17.1 ACDEF 茶褐色 胴部外面下→上箆削り、内面右→左の 4 号住N~12。%。
1 箆ナデ。

坪 31 12. 8 4. 7 ABCF 茶褐色 体部外面細かい箆削り、内面横方向の M-34N~l3、 22、 24、 50 。

1 ナデ。口縁部横ナデ。 lん。

坪 32 11. 9 4.6 ABC 茶褐色 体部外面細かい箆削り、内面ナデ。ロ M-34N~23、 62。切。

1 縁部横ナデ。

坪 33 16. 0 4.4 ABCF 黒褐色 外部外面箆削 り後ナデ。口縁部稜をつ M-34N~ 1、 8、13。ほぽ

1 くりだす横ナデ。 完。内面色調茶褐色。

甕 34 12. 3 6. 0 14. 3 ABCDEF 褐色 ロ縁部横ナデ後、胴部外面に 2段の箆 8号住Nnl5、16。伍。

2 削り。内面箆ナデ。

甕 35 18.9 21. 2 ABCDEF 褐色 胴部外面箆削り後ナデ、下位はナデの 8 号住N~ 3、 4、11、12。

1 み、内面箆ナデ。 胴部以上1ん。

吝」U‘i‘ 36 15. 3 25. 3 ACDEF 橙褐色 ロ縁部横ナデ後、体部外面箆削り。 6 号住カマドN~ 3、0-36

1 N~ 2、7、22。2ん。

椀 37 10. 6 3. 6 5. 05 ABCDE 褐色 体部外面ナデ、下位箆削り 。底部外面 N-34N~51。口縁部岳。

2 箆削り。

椀 38 10. 5 4. 5 ABCD 橙褐色 体部外面下位箆削り 、上位ナデ。内面 N-34N~ 8 。完存。

1 箆ナデ。
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大 き さ (cm)
土 色焼調成 出土位置・残存率

器種番号口径 1 底径［器高 胎
手 法 の 特 徴

坪 39 12. 3 4. 5 ABCDE 橙褐色 体部外面箆削り後ナデ。口縁部横ナ N-34N.32。3ん。

3 プ-・o 

高坪 40 8.1 5. 1 ABCDEF 褐色 体部外面・脚部内外面箆削り後ナデ。 N -34N~ 9。口縁卸／3o

1 体部・裾部内面ナデ。

坪 41 11. 1 4. 3 F （多） ACE 橙褐色 体部外面箆削り、内面横方向のナデ。 N-35N~3 。 完存。

1 口縁部横ナデ。

坪 42 13. 8 4. 9 ACDE 橙褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。 N-35N遥3。仇。

2 

坪 43 12. 6 4. 3 ABCDE 褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。 N-35N~ 1、 2.北辺 S・

2 B。い。

坪 44 13. 7 4. 35 ABCDEF 褐色 体部外面箆削り後ナデ、内面ナデ。ロ N-35N.26、27、34。伍。

2 縁部横ナデ。

坪 45 18. 0 4. 35 ABCDE 褐色 体部外面箆削り後ナデ。口縁部横ナデ。 N-35N~ 1、 2。2ん。

2 

須恵蓋 46 11. 0 5. 4 DEF （砂質） 淡灰色 天井部外面上位回転箆削 り、下 位ナ N-35N.20。1ん。

3 フ-―・o 

土師 47 17.2 19. 8 ABCDEF 橙褐色 坪部 ・脚部外面箆削り後ナデ。杯部内 N-35N~ 1、 2、M-35凡

高好 1 面ナデ。脚部内面箆削り。 10、 0-35N~3 。出。

土廿 48 3. 3 1. 9 6. 3 ACEF 荼褐色 胴部外面ハケ目。肩部内面に指頭痕。 N-35N~22。 3ん。

3 

手捏ね 49 3. 2 2. 0 CDEF 褐色 体部外面に指頭痕。 N-3~No. l。3ん。

3 

須恵聡 50 10. 4 6, 9 DE  淡灰色 11本 1単位の櫛描波状文を 2段に施 N-35怜 25、50、N-36凡

2 す。 1、46他。口縁部4ん。

土師椀 51 11.4 4.1 6. 2 BCDE 茶褐色 体部外面ナデ後、下半と底部箆削り。 0 -35N~26。 ’I5o

ロ縁部横ナデ。

坪 52 (12. 4) 4 6 BDEF 橙犯色 体部外面箆削り後ナデ。内面一部箆ナ 0 -35N~33。口縁部岳。

デ後ナデ。口縁部横ナデ。

杯 53 12.8 6. 0 ABDEF 糸褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り 、内面lN-36No29。3ん。

2 横方向のナデ。

坪 54 12. 1 4. 3 ACDF 橙褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削 り、 内面 N -36N~15。 ’I5o

1 横方向のナデ。

杯 55 10. 8 5. 1 ADEF 褐色 体部外面ナデ、下位箆削 り、内 面ナ N-36怜 42、43。

径 5mm大の小石 J 、） フ-―・o 

坪 56 16. 0 3. 4 ABCDEF 褐色 ロ縁部横ナデ、体部外面箆削り後ナデ。 N-36N~21 、 22、 N-35N~

1 内而ナデ。 47。2ん。

甕 57 21. 3 15. 9 ABCDEF 橙褐色 ロ縁部横ナデ。胴部外面箆削り、内面 N~36N.16、 20。上半部

1 箆ナデ。 2ん。

鉢 58 23. 8 10. 3 ADEF 赤褐色 胴部内面箆ナデ。口縁部横ナデ後、外 N-36Nu 5、19、28、0-

径 5mm大の小稼 4 面箆削り。 35N~l06 。 2ん。

坪 59 11. 9 4.8 ACF 橙褐色 体部外面箆削り後、ナデ。口縁部横ナ 0-36N.52。完存。

1 プ-―•o 

鉢 60 11. 4 6. 9 5. 3 ACDEF 茶褐色 ロ縁部横ナデ。体部外面ナデ、内面箆 0 -31N~31 。 3ん。

2 ナデ後ナデ。口唇部内側にゆるい核。

須恵 61 14. 6 11. 6 18. 0 ABCDF 灰白色 脚部 2段 3方透かし。 0-37。3ん。

高 坪 1 

土師甕 62 13. 2 4. 7 12. 1 BCD 橙褐色 胴部外面ナデ後、下半箆削り、内面下 0-37Nn26。2ん。

2 半箆削り後ナデ、上半箆ナデ。

坪 63 13. 2 4.5 10. 7 ABCDF、片 赤褐色 ロ縁部横ナデ、体部ナデ、底部外面箆 P -37N~14。

岩粒子、2mm小石 2 削り 、内面箆ナデを施す。

甕 64 17. 2 28. 3 ABCDEF 茶褐色 ロ縁部横ナデ。胴部外面箆削り 、内面 P -37N~ 1。伍。

1 ナデ、下位箆削り。

罪ゃ 65 17. 3 5. 0 34. 3 ABCDEF 茶褐色 胴部外面上半ナデ後部分的箆削り、内 P-37No. 8、10、22。い。

2 面箆ナデ。
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I 大きさ (em) ＼ 
色 調

出土位置 ・残存率器種番号 胎 土 手 法 の 特 微
ロ径 I底径 1器高 焼成

坪 66 13. 1 4. 15 CDEF 黒褐色 体部外面箆削り上位未調整、内面箆ナ P -38N~78。 4ん。内面色調

2 デ後ナデ。 ， 橙色。

好 67 11. 1 4. 0 ACDEF 橙褐色 体部外面箆削り 、内面ナデ。 P-38No.52。完存。器面は

2 粉つぽい。

坪 68 13. 0 4.5 ABCF 茶褐色 ロ縁部横ナデ後、体部外面箆削り一部 P -38N~38。 4ん。

1 未調整。内面ナデ後逆時計廻りの暗文。

高坪 69 19. 6 14. 5 BCDE 橙褐色 坪底部外面箆削り後ナデ。その後脚部 P -38Na80。Iん。

1 外而箆削り後箆ミガキ、内面ナデ。

壺 70 19. 1 9. 3 AB （微） CD 褐色 胴部外而箆削り 、内面箆ナデ。 P -38N~85。 1ん。口縁部ほ

F・片岩粒子 2 ぽ完。

小型甕 71 11. 9 5. 3 14. 1 ABCF・光沢 褐色 胴部外面箆削り後ナデ、下位ナデのみ。 P -38N~93。 4ん。

岩•石粒(3~8mm) 3 底部外面箆削り、内而箆ナデ。

小型甕 72 14. 1 6. 5 15. 3 ABCF・片岩 赤褐色 胴 ・底部外面箆削り後ナデ、胴部のみ P-38No 6、12、64、69。

粒子 2 箆削り 、内面箆ナデ。 ほぽ完。内面色調茶褐色。

小型甕 73 13.8 5. 4 16. 2 ABCDF・l 荼福色 底部外面箆削り 、内面棒状工具整形核 P -3SN~ 3、33。ほぽ完。

cm大の砂岩粒 1 箆ナデ。

喪 74 17. 9 6 6 37. 8 ABCF• 2 mm 褐色 底部外面箆削り後ナデ。胴部外面箆削 P -38N~l2 、 19 、 22、 77。

大の小石 1 り、内箆ナデ。 口縁叩／ィ。内面橙褐色。

穂！ 75 17 6 G. 8 27. 8 ABCF 褐色 胴部外面箆削り後ナデ、内面箆ナデ。 P-38No. 1。3ん。内面下半

2 底部外而箆削り。 色凋黒褐色。

A区出土遺物 （第269図）

大きさ (cm) 色調

揺種番号 I I 胎 土 手法の特徴 出 土位貫残存率
ロ径底径 器庇 焼成

土師幾 1 I 19. 9 I 5. 5 I 34. 1 IF （少） ABC褐色 胴部外面クテ箆削り 、下位ヨコ箆削り 、拡張区A包含貯。 4ん。底部

DE I 2 内面箆ナデ。 外面に本紫痕。

甑 2 I 24. 8 I 8. 8 I 31. 7 I AB C D F 褐色 口縁部横ナデ後、胴部外面箆削り、内拡張区A包含恩。 3ん。

1 面箆ナデ。孔端部箆削り。
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x 瓦・金属製品・石製品

1 瓦（第270図）

瓦は、立野南、八幡太神南、熊野太神南遺跡から検出された。総て平瓦で模骨痕が認められ 3の

環元焙焼成を除いては酸化焔焼成である。 1は厚さ 1.5cm凸面に縦方向の箆削り凹面に 3cm単位

あたり26本の細かい布目痕を残す。褐色でABEを含む。八幡太神南 1号住 出土。 2は厚さ 2cm

凸面に細かい平行叩きを施し後軽いナデ凹面は細かい布目痕をナデ消している。粘土接合痕が認め

られる。茶褐色でDEを含む。八幡太神南出土。 3は厚さ1.9cm凸面は縦方向のナデ凹面 は3cm 

単位26本の布目痕をナデ消す。黒灰色でABDEを含む。立野南 2号住出土。 4は厚さ2.2cm凹面

は布目痕をナデ消す。褐色でABDを含む。八幡太神南出土。 5は厚さ2.0cm凸面は細かい平行叩

き後軽いナデを施し狭端部は横箆削り凹面は布目痕をナデ消す。褐色でABDを含む。熊野太神南

出土。 6は厚さ 1.6cm凸面は細かい平行叩き後横方向のシャープな箆削り凹面は 3cm単位26本の

布目痕をナデ消し広端部幅 5cmを横ナデする。模骨幅 9cmを測る。褐色でABDを含む。熊野太

神南 1号土渡出土。

2 金属製品・石製品（第271図）

1 • 2は立野南2号住居跡出土。 2本接して検出された。鉄製刀子。 1は 残 存 長4.2cm。刃部

先端及び柄部欠失。 2は2片が接合しないものの同一個体であろう。刃部に緩い関をもつ。 3は八

幡太神南A地点 1号住居跡出土。鉄製刀子。鋒及び柄部先端欠失。残存長 13.5cm。直角に折れた

ものを復元実測。棟関有角造り。 4は今井C地点 4号住居跡No.6。鉄製刀子。刃部欠失 し、柄部

のみ完存。残存長 10.8cm。 5は北廓 2号住居跡出土。鋒、柄部先端欠失。銹化著しいが棟関有角

か。 6は北廓 2号住居跡出土鉄製鎌。銹化著しい。残長11cm。鋒、柄部欠失。 7は川越田 1号住居

跡No.219。鉄製鎌でほぽ完存。全長11.7cm、基部屈曲（折り返し）。 8は今井G地点 5号住居跡No.

60。不明鉄製品。残存長18cm。基部に穿孔。 9は今井D地点 4号住居跡No.20。鉄製鍵。基部及び

先端部欠失。断面方形。基部に段をもつ。 10は今井B地点 1号住居跡覆土出土。 青銅製帯金具と考

えられる。縦幅4.0cm、横幅4.6cmで表裏各 1個の小突起あり。黒い付着物あり、黒漆塗彩痕か。

11は川越田23号土渡出土勾玉。甥瑶製。 下部欠失。厚さ 1.1cm。片面穿孔。12は梅沢遺跡P-37

グリッド出土勾玉。滑石片岩製。長さ4.4cm、厚さ 1cm。片面に2ヶ所の穿孔痕が残る。 13は梅沢

遣跡P-37グリッド出土管玉。滑石製。全長2.3cm、径0.7cm。孔径 0.4cm。完存。 14は北廓遺跡

12号溝跡出士。 円板状土製品。径2.8cm、厚さ0.6cm、孔径0.9~1.1cm。用途不明。 15は川越田8

号住居跡No.1。滑石製紡錘車。径2.4~3.8cm。厚さ2.2cm。孔径0.6cm。 16は川越田 8号住居跡

No. 2。滑石製紡錘車。断面戟頭円錘形。 下底径4.2cm、厚さ2.4cm。孔径0.7cm。17は今井D地点

2号住居跡出土。凝灰岩製紡錘車。径4.6~4.7cm、厚さ1.6cm、孔径1.0cm。断面長方形。 18は川

越田31号住居跡出土臼玉。径0.7cm、厚さ0.5cm。孔径0.2~0.3cm。一部欠失。滑石製。稜はにぶ

＜雑なっくり。形態崩れている。19は川越田11-I区出土土玉。最大径0.8cm、厚さ 0.7cm、孔径

0.2~0. 3cm。
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XI 附編

以下に記す報告は、第四紀地質研究所、井上巌氏に委託した児玉工業団地取付道路関係遺跡より

出土した土器の胎土分析結果であるが、紙幅の都合上、 実験及び実験結果の取り扱いの項を省略さ

せて頂いた。当事業団刊行の他の報告書を御参照願いたい。

児玉工業団地取付道路関係遺跡胎土分析結果報告書

（株）第四紀研究所 井上 巌

3 実験結果

3-1 タイプ分類

土器胎土は胎土性状衷に示すように、三角ダイヤグラム、菱型ダイヤグラムの位置分類、焼成ラ

ンクに基づいてA~Gの7タイプに分類される。土器胎土はガラスの生成状況によって大きく二分

される。 Koー 1~13は全体にガラスは細粒で原土の組成を残すが、 Ko-14~23はガラスが葉状、

発泡し、焼成湿度に大きな差がある。 Ko-14~23は高湿焼成の際に生成するムライト (Mullite)

が多く検出され、さらにクリストバ ーライト (Crysto-l:alite)も同時に検出され、高混焼成を示し

ている。土器胎土は全体に細粒の石英(Qt)、斜長石 (Pl)を混入する粒径のそろった均質な ロー

ム質粘土あるいは砕屑性の粘士によって構成される。

Aタイプ・・・・ • •Ko- 2、 6、12、13、17（原土ー 1、 4、 6、 7) 

モンモリロナイト (Mont)、雲母類（Mica)、角閃石 (Hb)、緑泥石 (Ch)の4成分よりなる。

児玉工業団地および周辺の露頭より採取した原土のうち、原土ー 1、 4、6、 7と鉱物組成が一致

し、在地性の可能性が高い。 Ko-2、 6、12、13のガラスは細粒で、焼成ランクは m~Nである

が、 Ko-17は発泡ガラスが生成し、焼成ランクは 1~]Iと高い。

B タイプ・ ・・・・ •Ko- 4、16 

モンモリロナイト、雲母類、角閃石の 3成分を含み、緑泥石に欠ける。 Ko-4は細粒ガラスで焼

成ランクはm~Nであるが、 Ko-16はムライト、クリストバ ーライ トが生成し、ガラスは発泡し、

焼成ランクは I~IIと高い。

Cタイプ…・・•Ko- 3 

モンモリロナイト、 雲母類、角閃石、緑泥石の 4成分よりなる。 Aタイプと同 じ鉱物組成である

が強度比が異なるためタイプ分類上違ったタイプに入るが、Aタイプと同様に在地性の可能性は高

い。ガラスは細粒で焼成ランクはm~Nと低い。

Dタイプ・・・・ ••Ko- 7、14 

モンモリロナイト、 雲母頬の 2成分を含み、角閃石、緑泥石の 2成分に欠ける。 Ko-7は細粒ガ

ラスで、焼成ランクはmと低い。 Ko-14はムライト、クリストバーライトが生成し、発泡ガラスで

焼成ランクは I~IIと高い。

E タイプ••…•Ko-9 、 10 、 15 、 18 、 21 (E' タイプ••…• 9、18)
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第5表 胎土性状表（児玉工業団地）

ー

3
1
5
ー

試料 I クイフ• I焼成 ！組 成分類 II 粘土鉱物および造岩鉱物 (mm) ¥¥ ガラス黛 I 
No. I分 類 Iラノク 1眉tMi-1器§心IIMo I M1 I Hb I Ch I Ka(Ha)¥ Au I Hy I Qt I Pl ICr(Mu)¥I (mm2) 

備 考

Ko-1 F I～皿 ⑩ ⑭ 

I i 
4 55 8 細粒Qt、 Pl、 ローム質粘土、 発泡ガラス

2 A ll~W ① ①-2 2 4 3 52 5 中～細拉Qt、 Pl、 ', 細粒ガラス

3 C 皿～1V R ①-2 2 6 4 53 181 細粒Qt、 Pl I/ // 

4 B 圃～N ① ⑮ 2 4 4 62 14 ‘’ 粒径のそろったローム質粘土 ク

5 F I[～N ⑬ ⑭ 2 5 55 22 Maghe 5 I/ ローム質粘土 /, 

6 A II~W ① ①-l 4 4 5 6 4 62 46 中拉Qt、 Pl 砕屑り性粘土 ，， 

7 D 皿 R ⑰ 2 3 108 68 I/ ロー ム質粘土 ク

8 F I~][ ⑪ ⑭ 3 7 48 17 Pyrite 3 細粒Qt、 Pl 粒径のそろ った均質なロー ム質枯土、 発泡ガラス

， E' ][~W ⑪ R 4 4 56 29 ク
，， 細粒ガラス

10 E ][~1V ⑪ ⑳ 3 4 64 11 Ceino 5 ク ク ク

11 F ][~N ⑩ ⑭ 4 6 82 12 ク ，， ク

12 A ll~IV ① ①-2 5 3 3 3 78 23 // 粒径のそろ った均質な砕屑性粘土、 // 

13 A 皿～W ① ①-1 3 5 4 3 81 22 ク ク ヽ

14 D I ~I R ⑪ 2 3 76 4 12(4) ク ク 発泡ガラス

15 E I ~I ⑪ ⑲ 2 4 45 4 7(4) Pyrite 6 ク // ク

16 B I ~I ① ⑮ 2 3 3 8 71 

゜
30(7) 4 ク ク ク

17 A I ~I ① ①-2 3 2 4 3 4 35 

゜
38(5) 8 // ，，， ク

18 E' I ~I ⑪ ⑳ 2 4 (5) 4 56 7 25(3) 6 租粒Qt、 Pl、 グ ‘’ 
19 F 1 ~ I ⑲ ⑭ 3 5 45 6 51(3) 7 細粒Qt、 PI、 粒径のそろ った均質なロ ーム質粘土、 ‘ 
20 G I ⑭ ⑲ 5 40 8 18 ク 粒径のそろ った均質な砕屑性粘土、 ク

21 E < ⑪ ⑳ 3 95 3 4 中拉Qt、 Pl、 粒径のそろ った均質なロ ーム質粘土、 // 

22 F I~II ⑩ ⑭ 2 5 10:l 3 3 ク ク ク

23 F I~][ ⑬ ⑭ 2 3 118 6 3. // ，， ，， 

原土一 l A ① ①-1 6 3 3 7 (5) 3 95 80 古井戸

2 R R 4 15 3 20 5 140 55 ク fine pumice 

3 R R 3 ， 4 17 2 180 64 ‘’ hard loam 

4 A ① ①-2 5 4 7 5 3 81 51 // 立川 loam 

5 ④ ⑮ 10 3 4 7 2 60 40 ク ク

6 A ① ①-2 8 4 4 8 4 5 98 34 ケ 炉端 ・焼土

7 A ① ①-2 15 JO 7 8 4 5 250(+) 75 将監塚一粘土採取トレンチ

8 ⑧ ⑧ 7 6 157 36 ク

， ◎ ⑫ 6 5 11 (4) 123 40 ク

JO ⑥ R 7 12 2 18 5 5 300(+) 82 ク

11 ④ ①-2 21 12 8 12 3 300(+) 65 // 

12 ① R 4 JI 7 24 5 5 168 68 ク ー住居跡底面



モンモ リロナイ ト1成分を含み、雲母類、角閃石、緑泥石の 3成分に欠けるものを Eタイプ、 モ

ンモリロナイ ト、緑泥石の 2成分を含むものをE’タイプとする。両者が同じタイプに入ったのは菱

型ダイヤグラムにおける記載不能の⑳にあたるためで、本来は区分されるべきものである。 Ko-9、

10は細粒ガラスで焼成ランク IVと低いが、 Ko-15、18'、21はムライ ト、クリス トバーラ イ トが生

成し、発泡ガラスを多く生成し、焼成ランクは I~IIと高い。

F タ イ プ •• … •Ko-1、 5、 8、11、19、22、23

モンモリロナイト、角閃石の 2成分を含み、雲母類、緑泥石の 2成分に欠ける。 Ko-1、 5、

8、11は細粒ガラスが生成し、焼成ランクは皿～1Vと低い。 Koー、19、22、23はムライト、ある

いはク リス トバーライトが生成し、発泡ガラスで焼成ランクは I~II、II~IIIと高い。

Gタイプ・・・..,Ko-20

モンモリロナイト 、雲母類、角閃石、緑泥石の 4成分に欠ける。細粒の石英、斜長石を混入する

粒径のそろった均質な砕屑性粘土で、その主体は nAl203• mSi02, IH20であろう。ク リス トバー

ライト が生成し、焼成ランクは 1Iと高い。

3-2 石英(Qt)一斜長石 (Pl)の相関について

Qt・ Plの相関図は、 X線回折試験によって得られた石英と斜長石の強度高を単純にグラフ化した

ものである。実験は Fullscalezoo countに条件設定したものであり、この条件下におけるチャ ー

ト上の強度高をミ リメーター単位であらわしてある。石英、斜長石は砂の主成分であり、土器製作

過程で粘土中に混入される。砂における石英、斜長石の歴比は、後背地の地質および運搬過程にお

ける流速などの条件によって、ある地域においては大まかにある一定の比率を有するものと推察さ

れる。ある地域におけるある比率を有する砂をどの程度粘土中に混入するかは、各集団における技

術上の問題である。例えば、同一集団において使用する粘土は若干異なっても、砂の粘土に対する

混合比はある一定の量比にあると考えられる。すなわち、各集団における土器焼成温度は燃料の相

違、燃焼のさせ方など異なっていたであろう し、燃料の原材料となる木材の相違、いいかえれば植

生に よっても異なったであろう。

粘土に対する砂の混合比は、各集団が維持し得た土器焼成温度と密接な相関をもったであろうと

推察される。すなわち、維持し得た土器焼成混度において良質の土器を焼きあげるために、粘土の

材質と砂の混合比を経験的に決定したものであり、砂の混合比は純然たる土器焼成上の問題である

と推察される。

児玉工業団地より 出土土器の石英(Qt)一斜長石（Pl)の相関は図に示すとおりである。土器は

大きく分けて l~VIの6グループとその他に区分される。

Iグループ・・・・・ •Ko-15 、 17、19、20

石英は35~45、斜長石は 0-10の範囲にある。 これらはいずれも高混焼成であり、斜長石が分解

してガラス化しており、斜長石の量は若干低くなっている可能性がある。石英はその影響をほ とん

ど受けていないものと推察される。

II グル ー プ・・・・ · •Ko-5 、 8、9 
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石英は45~60、斜長石は15~30の範囲にある。これらはいずれも焼成温度が低く 、ガラスは少な

く、原土の組成を示している。

m グル ー プ・・・・ ·•Ko-1 、 2、 4、10、18 

石英は 50~65、斜長石は 5~15の範囲にある。 Ko-18以外は焼成温度は比較的低く、原土の組

成を示すが、Ko-18は高濫焼成のため斜長石は分解し、本来の量より減少しているものであろう。

IV グル ー プ ・• … •Ko-12 、 13

石英は75~85、斜長石20~25の範囲にある。焼成温度は比較的低く、原土の組成を示す。

Vグループ・・・..,Ko-14、16 

石英は60~70、斜長石は 0~5の範囲にある。高混焼成のため斜長石は分解し、 本来の量よ り減

少しているものであろう。

VIグループ…..,Ko-22、23

石英は105~120、斜長石は 0~10の範囲にある。高湿焼成のため斜長石は分解して本来の量よ り

減少しているものであろう。

その他・・・・..Ko-3、 6、 7、11、21 

Koー 3は斜長石が 181と最も高く、その砂の成分に大きな相違があり 、特徴的な組成を有する土

器である。 Ko-7も斜長石が68と高く 、 I ~VIのグループがは強度において異なる。 Ko-6も同

様に斜長石の強度が高い。 Ko-11、21はVあるいはVIに入る可能性もあるが、集中度と いう点から

みるとこれらは独立しているようである。

士器胎土中に含まれている砂の石英 (Qt)、斜長石 （Pl)の比によって I~VIの6グループとそ

の他に区分された。

前記の前提条件に基づいて考察するならば、 I ~VIの 6グループは同時代における異なる集団、

あるいは同集団における時間の相違を意味するものであり、またその他の各々は各々が別の集団を

意味するものであろう。各グループが同時代の別集団を意味するか、同一集団の時間の相違を意味

するかは別に土器の形態、 出土層準による時間の決定等との対比によらなく てはならない。

3-3 螢光X線分析結果

螢光X線分析結果は螢光X線諸元表に示すとおりであり、 Fe-Mn-Ti三角ダイヤグラムに よっ

て分類を試みたo児玉工業団地出土の土器のうち焼成温度の高いものが対象となっており、ムラ イト

(Mu)、ク リス トバーライト (Cr)が生成 し、原土の鉱物組成が変化していると考えられる ので、

Fe、Mn、Tiの 3成分の比をもって胎土の区分を試みた。

Iグループ・・・・・ •Ko- 4、 6、 9、10、11、12、13、14、15、16、17、18、19 

Feが99炒以上、 Mnは0.4~0.6炒、Tiが0.2~0.4炒にある。個体数は13個とその集中度は よく、

3成分的には非常に類似した組成を有する。

lIグルー プ・.....Ko-2、 3、 5、7、 8、20

Feは98.8~99疹、 Mnは1.1~1.2紗、 Tiは0.2~0.3紗にある。個体数は 6個と少ないが集中度は

高い。
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皿 グル ー プ… • • •Ko-21 、 22 、 23

Feは98.7~98.8紗、 Mnは0.6~0.7炒、 Tiは0.6%にある。個体数は 3個と少ないが集中度は高

し‘o

その他……Ko- 1

Feは98.5紗、 Mnは1.3炒、 Tiは0.2紗にあり、 3つのグループとはかけ離れてお り、胎土的に異

なる可能性が高い。

I ~mの 3つのグルー プとその他が実際に胎土の相違を示し、土器の分類とどの程度対比されて

いるものであるかの検討は、土器の形態との比較によることが望ましい。

第6表 螢光X線諸元表

Intensity （％） （％） 

サ貪： ル゚IFe I Mn I Ti I Fe I Mn I Ti I ~~ Iサ貪：．JレIFe I Mn I Ti II Fe I Mn I Ti I ~多
ko----1 477 6. 4 1. 1 98. 5 1. 3 0. 2 Koー 13 298 1. 7 1.0 99. 1 0.6 o. 3 I 

2 534 4. 8 1. 2 98. 9 0. 9 0. 2 Il 14 253 1. 3 0. 8 99. 2 0. 5 0. 3 I 

3 444 4.3 1. 2 98. 8 1.0 0. 2 Il 15 432 2.6 1. 1 99. 2 0. 6 0, 2 I 

4 389 1. 7 1. 2 99. 3 0. 4 0. 3 l 16 325 1.1 o. 8 99. 4 0、3 0. 3 I 

5 389 3. 6 1.1 98. 8 0.9 0. 3 II 17 446 1.4 1. 2 99, 4 0. 3 o. 2 I 

6 423 2. 4 1. 1 99. 1 o. 6 0. 3 I 18 500 2. g 1.1 99. 2 0. 6 0. 2 I 

7 395 3. 1 1.1 98. 9 0. 8 0. 3 Il 19 439 1. 6 1.1 99. 4 0. 4 0. 2 I 

8 318 2. 9 1.0 08. 8 0. 9 0. 3 Il 20 596 5. 4 1. 3 98. 9 0. 9 0、2 Il 

， 498 2.1 1. 1 09. 4 0. 4 0. 3 I 21 181 1, 2 1. 2 98. 8 0. 6 0. 6 Ill 

10 382 1.4 0. 9 99. 4 0. 4 0. 2 I 22 205 1. 3 1. 1 98. 7 0. 7 0.6 m 

11 378 1. 4 1.0 99. 4 0.4 0. 2 I 23 167 1. 1 1.0 98. 7 0. 7 0. 6 m 

12 302 1.3 1. 2 99. 2 o. 4 0. 4 I 

3-4 まとめ

児玉工業団地出土土器の胎土分析は23試料であるが、現地の土と一致する組成を有する土器胎土

はAタイプのものであり 、こ れらは在地性の可能性が非常に高い。個体数の多さからすると Fタイ

プが 6個と最も多く 、これらも在地性の可能性が高い。 Ko-20は胎土の組成に特徴があり 、外来性

の可能性が高い。 砂の混合比ではko-3の斜長石（Pl)の強度に特徴があり 、これも外来性の可能

性が高い。螢光X線分析ではKo-1の 3成分に特徴があり、 mグループに属する Ko-21、22、23

もまた、他のグループとは異なっている点で特徴をみせている。

これらを総合すると、土器胎土は少なくとも 5~6タイプの存在が推察され、全体に種類が農富

であ る傾向が伺われる。
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第273図胎土分析試料

胎土分析試料観察表（第273図）

大 きさ (cm)
土 焼色 ― 調成

器種番号 ロ径 1底径 1器高
胎 手 法 の 特 徴 出土位置・残存率

須恵蓋 1 9. 5 (2.1) B （少） C(多） 青灰色 ロクロナデ。天井部外面回転箆削り、 八幡太神南Al号住D区。

ADEF 1 下位ロクロナデ。つまみ欠失。 1ん。胎土分析No,20。

高台坪 2 (8. 3) (3. 6) ADE、精選。 暗灰色 ロクロナデ。底部外面回転箆削り。高 八幡太神南Al号住翌土。

1 台は削 り出し手法によると思われる。 1ん。胎土分析No,14。

瓶 3 14. 6 (4. 6) D （多） F（少） 乳白色 ロクロナデ。脚部のみ残存。 八幡太神南Al住No,130。

AB 2 脚部8ん。胎土分析No,23。

土師甕 4 (19. 4) (7. 6) D （少） ABC褐色 ロ縁部横ナデ。胴部外面箆削り、 内面 八幡太神南Al号住No,295

F 1 箆ナデ。 1ん。胎土分析No.6。

甕 5 (20. 1) (5. 9) ABCDF 橙褐色 ロ縁部横ナデ。胴部外面箆削り。 八幡太神南Al号住No,148

2 1ん。胎土分析No.7。

第 7表胎土分折試料一覧表

番号 I 器種 出土 遣構 図版番号 11 番号 1 器種 出土 遣構 1 図版番号

1 土師坪 今井G2号住 第 66図ー 12 13 土師蓋 八幡Al号住 第 31図ー132

2 ” 八幡Al号住 第 28図ー 41 14 須恵坪 立野南 1号住 第273図ー 2

3 ” 八幡Al号住 第 28図ー 3 15 // 八幡Al号住 第 31図ー135

4 II 立野南 2号住 第 11図ー 2 16 II 八幡Al号住 第 31図ー136

5 皿 八幡Al号住 第 29図ー 65 17 蓋 今井G2号住 第 68図ー 59

6 甕 八幡Al号住 第273図ー 4 18 
” 今井Gl号住 第 63図ー 1

7 // 八幡Al号住 第273図ー 5 19 ” 八幡Al号住 第 31図ー 93

8 
” 

今井G2号住 第 67図ー 48 20 
” 八幡Al号住 第273図ー 1

， 蓋 立野南 2号住 第 13図ー 59 21 ” 立野南 2号住 第 13図ー 85

10 盤 八幡Al号住 第 29図ー 67 22 鉢 立野南 2号住 第 15図ー124

11 II 八幡Al号住 第 29図ー 68 23 瓶 八幡Al号住 第273図ー 3

12 蓋 八幡Al号住 第 31図ー119
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X1I 結 語

取付道路関係遺跡群からは古墳時代前期（五領期） ～奈良•平安時代及び中・近世に至る各時期

の遺構とそれに伴う遺物を検出したが、本項においてその全てについて触れる余裕は残されていな

い。ここでは真間期初頭頃の豊富な遣物を出土した立野南 2号住居跡、八幡太神南A地点 1号住居

跡、今井G地点 2号、 5号住居跡の 4軒の資料を分析するなかで前後関係の把握と年代的な位置付

けについて触れてみたい。

須恵器

まず最も出土数の多い蓋と杯について分類を先行する。

1、蓋

A類 古墳時代以来の身受けのかえりをもたないもの。口径8.7~10cm、器高 2.9~3.5cmと小型

化が顕著である。（八幡Al住89~92) 但し92は「逆転期」後の杯の可能性もある。

B類 口径8.5~11cm前後の小型の蓋で内面に身受けのかえりをもつ。つまみは宝珠形もしくはそ

の稜の弱いものが多いが、乳頭状、彼頭円錘形状のものも認められる。かえりも端部より突出する

もの、ほぽ同高のもの、内側にはいるものがあり、形態も含めて個体差が大きい。 （八幡Al住93

~111 • 127、今井G2住54~62、同 5住32~41) 但し今井G2住62は壺類の蓋であろう。

C類 基本的にはB類と同一だが、酸化烙焼成を基軸とする一群である。 （八幡Al住113~126• 

128~132) 全体にボッテリとした厚手のつくりで、つまみ、器形はB類を模したと思われる。酸

化焔焼成後、器表面（内 ・外面あるいは片面）を黒色処理した丁寧なつくりの一群と、酸化烙焼成

のままのもの、器表面が灰色を呈し、一部還元烙焼成を受けたと思われるものがある。外面の整形

には回転ヘラケズリを施す例と手持ちヘラケズリのものがみられる。

D類 口径16cmを越える大型の蓋で内面にかえりをもち、つまみは欠失するが小さな宝珠形 （？）

状のものが付されるもの（今井G5住43• 44) 

E類 内面に低いかえりをもつもので、つまみは扁平な円板状をなし中央部が凹む。口縁端部は水

平方向に延びるためにかえりは突出するものが多い。法量により 2分され、（ I）口径16.4~19.5cm 

の大型品（立野南 2住82~92)と、 (II)口径11.5~13. 3cmのもの（立野南 2住72~80)がある。

F類 内面にかえりをもたないものをあてる。 （八幡Al住112、立野南 2住81)

2、杯

A類蓋受の立ちあがりをもつ小型の杯。 （八幡Al住133、今井G2住63)

B類 口径8.9~10.8cmの小型杯。底部は丸みをもつものと平底風のものがあり、体部は上方に立

ちあがる。底部調整は回転ヘラ切り後ナデ又は外縁部ヘラケズリを施すものと、全面ヘラケズリの

ものがある。口径 9~10cm、器高 3.2~3.6の範囲に集中する。 （八幡Al住134~138、今井G2

住64~68、今井G5住45~49、立野南 2住93• 94) 

C類 平底もしくはやや丸底を呈する底部から体部は直線的に外傾するもの。底部は全面回転ヘラ

削りされる。法量により 3大別される。 I、口径16.8~18cm、器高3.5~4.6cmの大ぶりのもの。
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（立野南 2住109~115) II、口径 13~14cm前後のも の。 （立野南 2住107• 108) III、口径11

~12. 6cm、器高2.7~3. 6cmの小ぶりのもの。 （立野南 2住95~106)

D類 高台の付される杯（坑）をあてる。 I、高台はやや高く外方にふんばるもの。 （今井G5住

51) II、Ci類と同様な法量をもち低い高台を付 したもの。 （立野南 2住117~121) III、CII 

類に低い高台を付したもの。 （立野南 2住116) N、削り出し高台風の低い凸帯が底部外縁に巡

るもの。 （立野南 2住。第273図）

次にこの分類を基に各住居跡出土須恵器の伴出関係をまとめる と、 今井G2住では蓋B、杯A、

B類に盤、高坪、瓶、甕類が伴う。八幡Al住は蓋A・B・C・F類、杯 A・B類と瓶、斐、平

瓶、高杯という組み合せになる。今井G5住では蓋B、D類と杯B、DI類の他に盤、高坪、細頭

瓶がある。また立野南 2住では蓋EI • E II • F類と杯B、Cl~CIII、DII~DN類に盤、壺、

甕、鉢が伴う。

これらの住居跡は伴出遺物によって大きく 2期に分かれる。即ち今井G2住、同 5住、八幡Al

住と立野南 2住である。前者の 3軒は坪B類、蓋B類を供膳器の主体としている点に近似した様相

．が認められる。この坪B類と蓋B類はセット関係にあり、奈良国立文化財研究所の飛鳥、白鳳期土

器編年案（稲田 1976、西 1978)によれば杯Gに相当し、飛鳥 I期～W期にかけて存在する。飛

鳥II期において古墳時代以来の坪Hと相半ばする数量に達 し、飛鳥IIl期に主休的な位置を占めると

いう。こうしたあり方と対比すればこの 3軒は基本的には飛鳥IIl期に比定される杯類の組合せをも

つものと考えられる。但し、今井G2住と八幡Al住には景的には少ないが坪Hに相当する古墳時

代的な杯と蓋（杯A、蓋A類）が認められる。口径10cm前後と小型化が著しく、 奈文研編年に照

らせば飛鳥 II期とした坂田寺の池 SGlOO出土例に最も近いであろう。また八幡Al住の有蓋高坪、

今井G2住の無蓋高杯も同様に古墳時代以来の器種の末期的形態と考えられ、前者においては口縁

部の立ちあがりの低さに後者では裾部の屈曲の消失と、透しが線刻程度に退化する点にその特徴が

示されている。こうした点を考慮すれば、今井G2住と八幡Al住の方が今井G5住よりも器種組
（註 1)

成においてより古い様相が認められるといえよう。

一方、今井G5住出士の杯DI類は口縁部を欠くため法量は窺い知れないが、高台は底部外縁よ

り内側に寄った位置に付され，外方にふんばるやや高いもので、飛鳥IIl期の標式資料である大官大

寺下層 SD121出土例に類例が求められる。またかえりをもつ大型の蓋D類が新たに器種構成に加

わり、胚B類に関しては法最には変化がないが、底部が平底化し体部が直線的に外傾するものが現

われやや後出的要素が認められる。

次に立野南 2住についてみると、前段階において供膳器の主体を占めた蓋B類は姿を消し、杯B

類（93• 94) も体部の開き方が大きくなり「杯G」の特徴からはずれる。一方、杯CI~CIII類、

D II~DN類、 蓋DI・ D II類が出現し、 器種の多様化が顕著にあらわれる。特に杯C類、 DII・ 

DIII類、 蓋D類にあってはほぽ同一の形態を示 しながら大小の別が明確化しており、 畿内において

飛鳥N期に出現する「法識による器種分化」という方向性の反映と理解される。これらの土器群の

器種構成上の特徴をあげれば、小型杯のCIII類はB類に比較して口径が大きくなり（径12cm前後）、

明らかに後出の様相を示しつつも一定の数量を保つこと、また大型の平底杯Cl類の存在、かえり
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りを有する蓋が主体的に存在すること等であろう。このうち小型杯と大型坪の共伴現象は大型杯の

盛行と小型杯の消滅化という 8世紀初頭以降の流れ（笹森 1981)のなかで捉えれば、例えば山下

6号窯にみられる様な大型杯と蓋のみを焼成した段階以前に位置づけられるであろう。かえり蓋の

主体的な存在を考え合せると 7世紀末～ 8世紀初頭頃の組合せを示すものと考えられる。小型坪と

大型胚にかえり蓋を伴出する例としては、水深遣跡第 2捨場（栗原 1972)、城見上遺跡B地点 3

号住（埼玉県 1984)、内出遺跡13号住（埼玉県 1984)、立野遺跡 2号住（今井1980)等がある。

このうち立野遺跡では大型のかえり 蓋の存在から大型杯が予想されてはいるものの出土例があるわ

けではなく、胚の主体はあくまで小型杯にある点で様相はやや異なり、供膳器における器種構成比

という視点でみればむしろ今井G5住に近似した様相といえるかもしれない。

ところで杯の形態的特徴をみると、本住居跡のそれは、体部の開きが大きく器高が低いことがあ

げられるが、水深遺跡の大型杯に類似する例があるものの城見上他の坪とは一見して異なる。また

蓋に関しても本住居の蓋は上面を凹ませた扁平な円板状つまみをもつ点で、宝珠系統のつまみをも

つ他の例とはタイプを異にする。この種のつまみについては「在地において継続して操業されたた

めに出現した地域色」 （酒井 1981)であるとの指摘がなされている。とすれば本住居跡の蓋は在

地産と考えられるが、先にあげた城見上遺跡、 立野遺跡の杯・ 蓋類にそれぞれ末野・南比企窯跡の

形態的な特徴が示されているとすれば本住居跡の窯 ・蓋との形態的な差異は大きく、両窯跡の製品

と想定することはできない。また、 最近存在が明らかにされた児玉窯跡の製品とも異なるようであ
（註 2)

る。類例を求めるとすれば、 集落跡であるが群馬県中尾遺跡 D-105号住があげられる。大小の蓋

と高台付坪は本住居跡のそれに最も近似するものであろう。あるいは群馬県内の窯跡の製品が一括

して供給された可能性もあるが現状では供給窯の特定は難しい。

さて本住居跡からは杯DN類とした削り出し高台風の杯が出土している。同様な例は水深遺跡13

号住、若宮台遣跡60号住、中尾遣跡 D-115号住、栃木県北山 1号窯等にみられ、若宮台と中尾遣

跡では大型のかえり 蓋や杯に伴出することから、 DN類も一応住居に伴うものと考えておきたい。

この他、分類には加えていないが、ロクロ使用の土師器杯・ 蓋と盤が確認されている。 (59~68 

• 70 • 71) 形態的には須恵器そのものであるが、酸化焔焼成による非常に硬質な焼き締まりを特

徴とし、ヘラ磨き調整が顕著に認められる。胎土には雲母、赤色粒子、角閃石が含まれ土師器の胎

土により近い。 59の蓋を例にとるとつまみ剥落部に螺旋状の沈線が回ること、外面のヘラ磨き調整

下に弱いながらも平行する稜が認められることから整形にロクロが使用されていたことが想定でき

る。また杯においては、底部のヘラ削りにそれが示されている。

この一群の土器は周辺の遺跡においても数例は見出されずその位置付けには困惑するが、敢えて

求めるとすれば南武蔵地域に分布する「ロクロ土師器」が挙げられる。だが、両者は地域的にもま

た時間的にも隔たりがあり直ちに結びつけるには現時点ではやや無理があるだろう。またこれらの

土器群の製作にあたって、須恵器工人が関与したのか否か，その出現の背景も含め今後の検討が必

要であろう。

続いて蓋c類について若千触れておきたい。これは八幡Al住に特徴的にみられ、他の住居から

は出土していない。基本的な形態はB頬としたかえりを持つ小ぶりの蓋と同一であり、その意味で
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は同一範疇に含めることも可能であるが、いくつかの点で違いがある。 C類の特徴をまとめておく

と、酸化烙焼成を基本とし、 黒色処理を施すものがあり、概して前面は平滑で光沢をもっているこ

と、またつまみ及びかえりの形態にはB類のもつバラニティがそのまま認められるが、その表現は

いかにも稚拙であり、かえりについては幅広の口縁端部に凹面をつくることで表現したり、つまみ

は宝珠形を意識したと思われるものも形態は著しく崩れている。この土器群はB類の蓋の様な通常

の須恵器とは異な る特異な存在であり、他に類をみない。一部に還元焔焼成を受けたと思われる灰

色の色調を呈するものが存在することから何らかの焼成施設を利用したことは考えられるが、少な

くとも熟練した須恵器工人の製作とは思われない。むしろ須恵器を模倣して在地において製作され

た「試作品」という性格が強いのではなかろうか。更に憶測をたく ましくすればB類の蓋を多量に

所持した在地首長の命により、土師器工人達がB類を手本にロクロ（回転台？）使用をとり入れ須

恵器そのものをつくろうと製作した可能性もある。 B類蓋の形態上のバラエティがC類にも表現さ

れていることはその間の事情を物語るものといえようか。

以上をまとめると、今井G2住・八幡Al住→今井G5住→立野南 2住という土菩の変遷が窺え

た。今井G2住と八幡Al住では所謂「逆転期」前の杯A、蓋A類が伴い、その限りにおいては飛

鳥1I期の器種構成といえるが既に主体は坪B、蓋B類に移行しており、飛鳥II1期の様相に近いとい

える。白石太一郎氏による 7世紀代の須恵器編年の再検討に従えば（白石 1982)、前期難波宮整

地層及びその下層出土士器の関係から 7世紀第3四半期と考えてよかろう。続く 今井G5住は、杯

B、蓋B類に高台付杯と大型のかえり蓋を伴 う。大津京の穴太瓦窯出土土器との関係から第3四半

期後半～第 4四半期にかけての時期と考えておきたい。立野南 2住は平底の小型杯と大型杯の共伴

を特徴とし、 7世紀末葉か降っても 8世紀初頭であろう。

ここでとりあげた 4軒の住居跡の須恵器出土量は極めて多く、古墳時代における須恵器保有のあ

り方とは全く異なる。立野南 2住には少ないが他の 3軒から出土した杯・蓋類及び瓶類には所謂搬

入品と考えられる例が多いことも注意される。このような須恵器供膳器の大羅保有を可能とした背

景には、一般集落とは異なる何らかの要素、当遺跡においては鉄滓、羽口等の出土からみて恐らく

は製鉄関連集団を掌握 した在地首長層の存在を考えざるを得ないのである。 （富田和夫）

（土師器）

7世紀後半から 8世紀初頭にかけての様相を土師器坪の分類検討によって試論してみたい。

該期の土師器杯をA・B・C・D・E類に大別し更に法量差を］ ．II・ ill群としてとらえた。

A類は、丸底で体部内溝しながら立ちあがり、口縁部との境に弱いながらも稜をもち口縁部の外

反する「須恵器模倣坪」の系譜を引くものである。
（注 3)

B類は、丸底で体部内湾しながら立ちあがり、口縁部が内側に屈曲する「丸底内屈口縁形態坪」。

c類は、丸底で体部内湾しながら立ちあがり、口縁部の屈曲度合が極めて弱く内湾する。

D類は、丸底で体部内湾しながら立ちあがり、口縁部への移行はスムーズで直立して立ちあがる。

E類は畿内系土師器皿である。

以上、形態の特徴により 5類に分類を行なった。土師器製作に関わる手法的差異はいずれも類似
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性が認められ、在地における伝統的土師器生産体制の存在が想定されるが、杯A類と杯B~D類と

は形態の断絶があり口縁部形態を作り出す手法的技術変化が認められ杯B類の祖型を他に求めざる

を得ない。いずれにせよ杯B類自身は「北武蔵型坪」の祖型として捉えられ、 B~D類への変化は

系統的連続性を持っている。また、胎土・色調・焼成等の違いは、エ人集団の相異と同時に時間的

手法の変化であると考えられる。坪B類は、口縁部を強く押えつけ内外面をつまみ出して屈曲を作

り出すのに対し、 C類は、その度合が弱く、 D類に至っては、上方へ引きあげて横ナデを施し口縁

部形態を造り出している。 「屈曲」→「内湾」→「直立」といった土師器製作工程上の単純化とし

ての技術的変化である。加えて、該期に見られる法量によるバリニーチョンの相違は、 ［群を口径

13~15cmを計る大型杯、 II群を口径11~12cmを計る中型杯、 m群を口径10cm前後の小型坪とする。

八幡Al住、今井G2・5住においては、 I ~m群の法量差による照種分化の成立と普遍性が保た

れていることが認られる。立野南 1住では、皿群の消失傾向とともに、 I • II群の径高指数が高く

なることが認められた。畿内では、食器類に土器様式の変化と器種分化の傾向がすでに 7世紀初頭

には始まっており、こうした様相の成立背景には「6世紀末葉以降に我国に導入された仏教文化を
註4

基調とした『金属器指向型』ともいうべき方向性」を含めた社会的変化の中で伝統的土師器生産体

制そのものも何らかの変革が存在したと推測される。東国における「真間式」土器の出現は明らか

に畿内を中心とした政治的・社会的な動きの影響と考えられる。故に、北武蔵の様相としては、古

墳時代の系譜を引く杯A類の存在とは別に、器種分化が起った杯BI~Billの存在をもって真間式

土器の成立と捉えたい。時間的な位置付けとしては、八幡Al住出土の畿内系土師器皿を大官大寺

下層に対比され飛鳥•藤原 m期と考えられる。今井G2 住は、杯C の存在が認められない点でわず

かに先行するものと考えられる。また、今井G5住は、坪B類とした内でも屈曲は鋭さを欠き、杯

C類の存在がやや多く認められる点で後続段階とされる。今井G2住→八幡Al住→今井G5住の

変遷がたどれる。立野南 2住は、坪C・D類が主体を占め、坪B類はほとんど客体的存在となり、

皿群が消失し、 II 群にその主体を置く。畿内系土師器蓋・高台付杯は飛鳥•藤原 V期に比定される。

遺物の分類に加え、出土状況とその意味について考えると、八幡Al号住をはじめ，今井G2 • 

5号住、立野南 2号住のいずれも床直上から覆士中に及んで大鼠の遺物検出が認められる。器種構

成表に示した通り土師器・須恵器によらず杯・蓋類の優位性を保ち多くの完形品を伴うことに注目

される。該期の遺跡としては、本庄市石神境遺跡、水深遺跡が存在し遺物出土状況は同一視できる。

しかしこれらの現象を単純に「土器の廃棄」としてとらえてよいものか疑問が残る。こうした要因

としては、古墳時代の須恵器を中心としたイデオロギー社会で存在し得た祭祀形態とは別に金属器

の影響とともにもたらされたイデオロギの変革であり、祭祀→儀礼への変化に伴う現象ではないだ

ろうか。古墳祭祀から集落内における儀式に姿を変え関わる蓋・胚・甕等が一括廃棄されたのでは

なかろうか。特に八幡Al号住からは靴羽口が出土し、今井G2・5号住、立野南 2号住からも靴

羽ロ・鉄塊が多量に検出され、水深遺跡同様生産集団の内包された意識の現象形態としてとらえら

れるのではないだろうか。真間期においてこうした廃棄の現象は政治的・社会的関係性の中で存在

し「八幡太神南パターン」として呼称したい。 （赤熊浩一）
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註 1 八幡Al住139及び140ぱ混入もしくは註記上のミスと思われるため除外して考える。

註 2 児玉町教育委員会鈴木徳雄、恋河内昭彦両氏の御好意により実現した。

註 3 土師器杯B類としたものは鈴木徳雄氏が杯B形態としたもので「丸底内屈口縁形態坪」と呼称されてい

る。

註 4 西弓海氏はこの時期の土器様式とその発展の基本には、金属製容器の模倣にあるとされた。
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